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市民の笑顔が広がる
南九州のリーディングシティ

12

特集
都城市の豊かな読書環境
本を読む、心を育む

都城市
LINE

はじめました！　友だち募集中



恒例となった都城焼肉カーニバルが10月19日、
観音池公園で開催されました。市内外から約５万
人が来場。来場者らは、本市自慢の牛肉や豚肉、
鶏肉などに舌鼓を打っていました。また、「国民
文化祭・芸術文化祭みやざき2020」のプレイベン
トとして、日本バーベキュー協会公認のインスト
ラクターが、欧米の食文化であるバーべキューの
楽しみ方を提案する企画も行われました。焼肉
カーニバル終了後は、1万2,900（いい肉）発の花
火が夜空を華やかに彩りました。

都城自慢の肉に舌鼓

「薩摩街道（東
ひがしめすじ

目筋）」が歴史の道百選に追加選
定されたことに伴い10月29日、報道関係者を対
象に現地説明会を行いました。歴史的・文化的な
由緒があり、利用されていた頃の状態をとどめて
いることから選定された薩摩街道。日向国と薩摩
国を結び、参勤交代や物資の輸送、連絡道として
活用されていました。選定区間は、
岩
い わ や が の

屋野（高城町有水）から和
よ れ し

石（宮崎
市高岡町）までの6.7㎞で、自己責任
の下、自由に立ち入りできます。

都城の古道が未来に残すべき道に選定！

取材で出会った笑顔　　行政相談委員の皆さん

今月の内容
02	 まちの話題

04	 特集

12	 移住・定住の促進　都城へ帰っておいでよ
13	 ファミリー・サポート・センター
14	 志和池地区公民館・地区市民センターが完成
15	 人形の館の展示室をリニューアル
16	 人の風景
18	 新しい歌舞伎橋が開通
19	 南部ふれあい広場がオープン
20	 償却資産の申告／新築・増築などの届け出
21	 マイナポイントを活用した消費活性化策／
	 プラチナ大賞優秀賞を受賞
22	 INFORMATION（市からのお知らせ）
26	 弥五郎どん交流活性化センター生活改善加工室の利用／
	 飲酒運転根絶強化月間
27	 がん検診を受けよう！／今月のお便り
28	 みやこんじょ盛り上げ隊！／
　	 今月のプレゼント
29	 国際交流員のひとりごと／
　	 美術館情報／学校へ行こう！
30	 図書館だより／歴史探訪／伝承館だより
31	 NPO通信／安全・安心情報／
　	 番組紹介／現住人口／編集後記

都城市の豊かな読書環境
本を読む、心を育む

※今月の「楽うまレシピ」は、休載します

国選択無形民俗文化財の
山之口弥五郎どん祭りが11
月３日、的

まとのしょう

野正八
はちまんぐう

幡宮周辺で
行われました。弥五郎どんが
参道を練り歩く浜

は ま

殿下りでは、
沿道に詰め掛けた見物客が、
子どもの健やかな成長を願い、
露払いの獅子舞に子どもの頭
をかんでもらいました。

健やかな成長を願って

私たち６人が、国や県、市などに対する市民の皆さん
の困りごとなどの相談に応じています。相談日は、暮らし
の情報10月15日号の「保存版」で確認ください。
左から、萩原篤

あつとも

友さん（山田）、中原香
か つ こ

津子さん（山之口）、
石﨑陽一さん（本庁）、長倉重久さん（本庁）、大浦和幸さ
ん（高城）、岩﨑清久さん（高崎）　※（　）は受け持ち地区

今月の表紙

市ホームページ
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まちの話題 in M i y a k o n o j o

都城市都市景観図画コンクールの表彰式を10
月12日、イオン都城ショッピングセンター（早
鈴町）で行いました。今年は「令和につなげたい！　
都城の風景」をテーマに757人が応募。特選３人
と金銀銅賞各９人が入選しました。おかげ祭りや
狭
さ の

野神社などの風景を丁寧に描いていました。

令
和
に
つ
な
ぐ

ふ
る
さ
と
の
風
景

金
かね

御
み

岳
だけ

杯南九州ハンググライダー大会が11月
３日、金御岳公園を飛び立ちサシバ広場に着地す
る行程で開催されました。県内外からエントリー
した選手ら25人は、着地の正確性と標的にマー
カー（砂袋）を落とす正確性を競いながら、都城
の空のフライトを満喫していました。

都
城
の
空
を
優
雅
に
舞
う

色
鮮
や
か
な
翼

恒例の市場まつりが11月３日、公設地方卸売
市場で開催されました。一般開放された会場では、
模擬競り体験や果物などの無料配布のほか、刺し
身の振る舞いが行われ、多くの来場者でにぎわい
ました。目玉のマグロ解体ショーでは、職人の見
事な包丁さばきに、歓声が上がっていました。

活
気
み
な
ぎ
る

市
場
ま
つ
り

15年ぶりの開催となった山之口地区ふれあい
大運動会が10月20日、山之口運動公園で開催さ
れました。同公園が再整備され県立陸上競技場へ
と生まれ変わることを記念し、山之口地区まちづ
くり協議会が企画。参加した地域住民らは、爽や
かな汗を流しながら競技を楽しんでいました。

爽
や
か
な
汗
を
流
し
、

地
域
の
み
ん
な
が
ハ
ッ
ス
ル

子どもフェスティバルが10月20日、中央公民
館で開催されました。市内の小学５・６年生25人
が主体となって企画・運営した同イベント。お化
け屋敷や手作りコーナー、「ぼんちくん」作者によ
る似顔絵コーナーなど、内容盛りだくさんの会場
は、子どもらの笑顔と歓声であふれていました。

子
ど
も
ら
が
企
画
・
運
営
！

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

都城市総合文化祭が11月８日から10日まで、
総合文化ホールで開催されました。都城芸術文化
協会員らが中心となり、日本舞踊や合唱などを披
露したほか、絵画や竹細工、寒

かんらん

蘭などを展示した
同文化祭。来場者らは、さまざまな発表や作品に
触れながら、芸術の秋を満喫していました。

秋
を
彩
る

芸
術
と
文
化
を
楽
し
む
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歴
史
な
ど
の
記
憶
を
伝
え
る
た
め
、

紀
元
前
に
本
の
祖
形
が
生
ま
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
記
憶
の
伝

承
だ
け
で
な
く
、
小
説
や
ビ
ジ
ネ
ス
書

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
が
登

場
。
知
識
を
深
め
た
り
、
感
性
を
磨
い

た
り
、
人
生
を
豊
か
に
し
た
り
す
る
な

ど
、
本
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
は
、

言
葉
の
学
習
や
表
現
力
向
上
の
ほ
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
た

り
想
像
力
を
豊
か
に
し
た
り
す
る
な
ど

の
効
果
が
あ
り
、
脳
と
心
の
両
方
の
成

長
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

学
校
や
図
書
館
、
地
域
な
ど
で
読
書
環

境
の
充
実
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
都
城
の
さ
ま
ざ
ま
な
読
書

環
境
を
特
集
。読
書
の
拠
点
で
あ
る「
市

立
図
書
館
」や「
高
城
図
書
館
」、
交
通

手
段
を
持
た
な
い
市
民
も
図
書
に
親

し
め
る「
移
動
図
書
館
車
」、
小
学
生

の
読
書
を
推
進
す
る「
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
」な
ど
、「
本
と
触
れ
合
い
、
本
を

読
む
」
機
会
に
あ
ふ
れ
る
都
城
で
、
豊

か
な
心
が
育
め
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

�

秘
書
広
報
課　
☎
23
－
３
１
７
４

充実した
読書環境での
本との触れ合い
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平
成
30
年
４
月
、M

ま

る

ま

る

allm
all

の
オ
ー

プ
ン
と
と
も
に
、
市
立
図
書
館
も
新
し

く
な
り
ま
し
た
。
姫
城
町
の
旧
図
書
館

か
ら
ま
ち
な
か
に
移
動
し
た
こ
と
で
利

用
し
や
す
く
な
り
、
来
館
者
が
大
幅
に

増
加
。
開
館
以
降
、
約
10
カ
月
で
来
館

者
が
１
０
０
万
人
に
到
達
し
ま
し
た
。

来
館
者
の
増
加
に
伴
い
、
貸
し
出
し
冊

数
も
増
加
。
開
館
か
ら
１
年
間
で
、
約

49
万
８
千
冊
の
貸
し
出
し
が
あ
り
、
旧

図
書
館
の
平
成
28
年
度
貸
し
出
し
冊

数
と
比
べ
る
と
、
約
２
倍
に
増
え
て
い

ま
す
。

都
城
の「
読
書
の
拠
点
」
と
も
い
え

る
市
立
図
書
館
。
多
く
の
人
が
利
用
し
、

多
く
の
本
が
読
ま
れ
る
た
め
に
、
本
と

の
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
の
工
夫
を
施
し

て
い
ま
す
。

本
と
出
会
う
き
っ
か
け
づ
く
り

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
改
修
し
た

市
立
図
書
館
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
、「
歩

い
て
楽
し
い

ス
ト
リ
ー
ト
」。

ま
ち
な
か
で
、

歩
い
て
何
か
を

探
す
よ
う
な
感
覚
で
、
市
立
図
書
館
の

通
路
を
歩
く
と
、
木き

箱ば
こ
架か

に
置
か
れ
た

本
が
目
に
留
ま
り
ま
す
。
木
箱
架
の
本

に
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が
添
え
ら

れ
て
い
て
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た

本
と
の
新
し
い
出
会
い
が
生
ま
れ
る
の

で
す
。

利
用
者
の
声
を
積
極
的
に
聴
く

購
入
す
る
本
を
選
ぶ「
選
書
」
は
、

図
書
館
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。

市
立
図
書
館
で
は
、
購
入
前
の
見
本

「
見み

計は
か
ら
い
本
」を
、１
階「
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
」
に
展
示
。
こ
こ
で
出
会
う
本
の
中

か
ら
、
興
味
の
あ
る
本
や
置
い
て
ほ
し

い
本
な
ど
、
来
館
者
の
意
見
を
聴
き
、

購
入
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

都
城
市
立
図
書
館

本
と
の
新
た
な
出
会
い
の
場
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感
性
を
豊
か
に
す
る
読
み
聞
か
せ

２
階「
こ
ど
も
の

に
わ
」で
毎
週
、図

書
館
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
行
う
読

み
聞
か
せ
会
。本
と

の
出
会
い
が
、子
ど

も
の
感
性
を
豊
か

に
し
て
い
ま
す
。

11
月
９
日
開
催
の「
お
は
な
し
ま
る

ま
る
」
で
は
、
10
冊
の
絵
本
や
紙
芝
居

を
読
み
聞
か
せ
。
子
ど
も
ら
は
、
初
め

て
触
れ
合
う
本
に
目
を
輝
か
せ
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
ま
す
。

※
開
催
日
時
な
ど
詳

　
し
く
は
、
図
書
館

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
確
認
く
だ
さ
い

生まれ変わって１年を迎えた市立図
書館の、開館に関わった人の思いなど
を紹介する「コンセプトブック」を発
行しました。市立図書館で配布してい
ますので、ぜひ、ご覧ください。
問　生涯学習課　☎23－9545

コンセプトブックを発行しました！

旧図書館はほとんど利用して
いませんでしたが、新図書館に
なってから、利用回数が大幅に増
えました。広くなって座席が増え
たことで、読書しやすい環境に
なったと思います。生け花を教え
ている私は、生け方のヒントを得
るため、植物や陶芸など専門外の
本も読みます。新図書館は、読み
たい本の近くに関連分野の本が並
べられているので、新しいひらめ
きが生まれます。これからも、新
図書館を上手に活用したいです。

I N T E R V I E W

子
ね

島
じま

  泉さん（蔵原町）

TOPIC
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学校での
本との触れ合い

興味と関心を高める環境づくり

本に興味と関心を持ってもらうため、市内の小学校と地域のボラン
ティアが一丸となって、児童らに読書の機会を提供。学校で読書を支援
する人たちと活動で生まれている笑顔を紹介します。
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図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー

児
童
が
本
に
親
し
み
を
持
ち
な
が
ら
、

読
書
習
慣
を
身
に
付
け
、
積
極
的
に
学

校
図
書
館（
図
書
室
）
を
利
用
し
て
も

ら
う
た
め
、
市
で
は
、
平
成
22
年
度
か

ら「
小
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
（
サ

ポ
ー
タ
ー
）」を
配
置
し
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
学
校
の
図
書
担
当

職
員
と
連
携
し
、
児
童
に
本
を
薦
め
た

り
、
季
節
に
応
じ
た
掲
示
物
を
作
成
し

た
り
し
な
が
ら
、
本
へ
の
興
味
と
関
心

を
高
め
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
教
材
と
し
て
使
う
本
を
選

ん
だ
り
、
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
た
り
な

ど
、
児
童
が
本
と
触
れ
合
う
場
所
と
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

児
童
に
読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
た

め
、
市
内
の
小
学
校
で
は「
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
活
動
。
地
域
住

民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、
無
償
で
読
み
聞

か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
出
勤
前
や
昼
休
み
を
利
用
し
て

参
加
す
る
現
役
世
代
の
人
や
退
職
し
た

シ
ニ
ア
世
代
の
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

11
月
12
日
に
南
小
学
校
で
行
わ
れ
た

読
み
聞
か
せ
で
は
、
２
年
生
の
教
室
で

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
行
わ

れ
、
児
童
ら
は
キ
ラ
キ
ラ
し
た
表
情
で

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
を
拡

充
。
令
和
元
年
度
は
26
人
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
併
せ
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ス

キ
ル
向
上
の
た
め
定
期
的
に
研
修
会
を

行
っ
た
り
、
市
立
図
書
館
と
連
携
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
読
書
環
境
の
一
層
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
週
１
回
の
図
書
室
の

利
用
児
童
の
割
合
は
年
々
増
加
。
平
成

30
年
度
は
８
割
を
超
え
る
児
童
が
図
書

室
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

もともと本と子どもが好きで、
平成28年4月から東小学校の図書
館サポーターとして、毎日楽しく
活動しています。児童が本を読み
たくなる工夫として、貸し出し冊
数に応じた読書ビンゴやパズルな
どのイベントを企画し、手作りの
しおりなどを景品にプレゼントす
るなど、楽しみながら読書量を増
やす環境を整えています。多くの
児童が本に触れ合える場所を、こ
れからも提供していきたいです。

東小学校図書館サポーター

野村  芳
よし

美
み

さん（千町）

子どもたちに読書を通して得
られる本のぬくもりを伝えたいと
の思いから、南小学校で読み聞
かせボランティアを始め、6年目
になりました。同校では、1時間
目が始まる前に週に1回、保護者
による読み聞かせを行っています。
ただ読むのではなく、クイズや
ジェスチャーを取り入れ、楽しみ
ながら読み聞かせています。児童
の想像力を膨らませる手助けにな
るよう、続けていきたいです。

南小学校読み聞かせボランティア

濱畑  愛
あい

さん（大岩田町）

I N T E R V I E W

特 集
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本
を
楽
し
む
、い
つ
で
も
楽
し
む

移
動
図
書
館
車  
く
れ
よ
ん
号

市
立
図
書
館
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
た
め
、
図
書
館
を
利
用
し
に

く
い
地
域
の
人
な
ど
に
対
し
、
本
と

触
れ
合
え
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め

に
、
平
成
８
年
度
か
ら
移
動
図
書
館
車

「
く
れ
よ
ん
号
」の
巡
回
を
し
て
い
ま
す
。

23
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
く
れ
よ
ん

号
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
本
と
と
も
に
笑

顔
を
運
ん
で
い
ま
す
。

く
れ
よ
ん
号
は
、
約
４
千
冊
の
本
を

高
城
図
書
館
・
地
区
公
民
館

市
立
図
書
館
や
く
れ
よ
ん
号
の
他
に

も
、
市
内
に
は
高
城
図
書
館
や
各
地
区

公
民
館
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
、
寄
贈
さ
れ
た
多
数
の
本
を
取

り
そ
ろ
え
た
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
公

民
館
の
利
用
者
が
自
由
に
閲
覧
で
き
、

貸
し
出
し
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
本

を
通
じ
て
人
々
が
集
い
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

世
代
の
人
が
利
用
し
、
笑
顔
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

積
み
、
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
間
、
各

小
学
校
や
地
域
の
公
民
館
な
ど
市
内

26
カ
所
を
巡
回
。
利
用
者
が
新
た
な

本
を
楽
し
め
る
よ
う
、
毎
日
、
本

の
入
れ
替
え
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
の
リ
ク
エ
ス

ト
を
受
け
付
け
た
り
、
貸

し
出
し
傾
向
を
分
析
し

た
り
し
て
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

本
を
届
け
て
い

ま
す
。

身
近
な
読
書
環
境

◦�貸し出し期間　次の巡回日または、
１カ月以内に市立図書館や高城図
書館に返却
◦�貸し出し冊数　８冊まで
※市立図書館・高城図書館での貸し
　出し数を含む
◦�巡回スケジュール

図書館ホームペー
ジで確認できます

【豆知識】
ナンバー

プレートが

9
く

0
れ

-4
よん

5
ごう

10広報 都城 令和元年12月号



初
め
て
の
本
と
の
出
会
い

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

市
で
は
、平
成
26
年
度
か
ら
、赤
ち
ゃ

ん
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
４

カ
月
相
談
の
機
会
に
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
初
め
て
本
と
触
れ
合
う
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
時
に
、
読
み
聞
か
せ
講

師
や
図
書
館
員
な
ど
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
を
行
っ
た
り
、
絵
本
の
選
び
方
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
り
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ

ん
に
と
っ
て「
本
と
の
触
れ
合
い
」は
、

パ
パ
や
マ
マ
な
ど
大
好
き
な
家
族
か
ら

語
り
掛
け
ら
れ
る
心
地
良
さ
と
愛
情
を

感
じ
る
こ
と
。
親
と
子
が
楽
し
い
本
と

の
触
れ
合
い
の
時
間
を
共
有
す
る
こ
と

は
、
子
ど
も
の
感
性
を
育
み
、
か
け
が

え
の
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
が

発
達
し
た
現
在
、「
読
書
離
れ
」

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
回
の
取
材
を
通
し
て
、

「
本
と
触
れ
合
い
、
本
を
読
む
」

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
が
都
城
に
あ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
取
材
時
に
印
象
深

か
っ
た
、
本
を
読
む
人
た
ち
の

表
情
。
目
を
輝
か
せ
て
い
た
り
、

鼻
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
り
し
な

が
ら
、
ま
さ
に「
読
書
に
夢
中
」

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
と

こ
ろ
読
書
を
し
て
い
な
か
っ
た

私
は
、
そ
の
人
ら
が「
新
し
い

世
界
の
扉
を
開
い
て
い
る
」
か

の
よ
う
な
錯
覚
す
ら
覚
え
、
う

ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。

新
し
い
世
界
の
扉
を
開
く
可

能
性
を
も
あ
る「
読
書
」。
こ

の
環
境
が
充
実
し
て
い
る
都
城

で
、
私
も
、
本
と
触
れ
合
う
生

活
を
楽
し
ん
で
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
取
材
を
終
え
て
】

新
し
い
世
界
の
扉
を
開
く

南園 明
あかり

さん、采
こと

芭
は

ちゃん親子
（下長飯町）

　娘が４カ月を過ぎた頃から、
ブックスタートでもらった本
や図書館で借りた本を、入浴　　

する前に毎日、読み聞か
せています。
　ブックスタートでも
らった絵本「おやすみ」を
読み聞かせたとき、最初
の頃は、ジッと耳を傾けて
いるだけでしたが、次第に絵
やページをめくる動作に興味
を示し、笑顔で喜んでくれ
るようになりました。私も
幼い頃に、母からたくさん
の本を読んでもらい、本が好
きになりました。母のように、
これからも子どもに本をたく
さん読んで、本の好きな人に
育ってほしいです。

I N T E R V I E W

プレゼント
の例

特 集
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本市では、移住に必要な費用の支援
に加えて、仕事や住まい、子育てなど、
さまざまな相談を受け付ける「移住相
談コーナー」を設けています。Uターン
やＩターンなどで移住を希望する皆さ
んに寄り添いながら、不安なく移住で
きるよう、温かくサポートしています。

市民の皆さんにお願いがあります！
都城を離れて暮らす家族や友人が年

末年始に帰省する際には、「都城へ帰っ
ておいでよ」と、ぜひ、声を掛けてく
ださい。その一言で、大切な人が身近
にいてくれることにつながります。

総合政策課
移住・定住推進担当

主任主事
石川 賢

たか

哲
あき

移住を希望する
皆さんを、温かく
サポートします！

メッセージ

市では、人口減少対策のため、市外からの移住・定住を促すさまざまな支援制度を創設す
るとともに、希望する人が気軽に相談できる環境を整えています。今回は、充実した相談体
制や利用方法について紹介します。� ◎問い合わせ　移住相談コーナー　☎23-2542 詳細な情報

都城へ
帰っておいでよ

12広報 都城 令和元年12月号

都
城
は
魅
力
い
っ
ぱ
い
！

10
月
現
在
の
人
口
が
約
16
万
人
の
本
市

は
、
九
州
で
12
番
目
の
地
方
都
市
。
温
暖

な
気
候
に
恵
ま
れ
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
畜
産
業
を
中
心
に
、
製
造
品
等
出
荷
額

が
県
内
１
位
の
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

小
売
業
な
ど
も
盛
ん
で
、
働
く
場
所
が
多

い
こ
と
も
特
徴
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
産
科
医
と
都
城
医
療
セ

ン
タ
ー
が
密
接
に
連
携
し
て
い
る
こ
と
で
、

出
産
に
ま
つ
わ
る
周
産
期
医
療
体
制
が
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
安
心
し
て
子
ど
も
を

生
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育

て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
も
充
実
。
平
日
１
時
間
当
た
り

３
０
０
円
で
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎
や
病

児
の
預
か
り
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
環
境

も
整
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
暮
ら
す

家
族
や
友
人
に
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

市
で
は
、「
ど
こ
に
住
む
の
が
合
っ
て

い
る
の
か
」「
都
城
に
ど
の
よ
う
な
仕
事

が
あ
る
か
知
ら
な
い
・
分
か
ら
な
い
」「
子

育
て
の
支
援
を
教
え
て
ほ
し
い
」「
移
住

支
援
を
受
け
た
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
疑

問
や
相
談
を
、
専
任
の
職
員
が
受
け
付
け

る「
移
住
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
本
庁
舎
地

下
１
階
に
開
設
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

10
月
末
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」を
使
っ
た
、
24
時
間
い
つ
で

も
相
談
で
き
る
全
国
初
の
サ
ー
ビ
ス
も
ス

タ
ー
ト
。
時
間
に
ゆ
と
り
が
な
い
場
合
で

も
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ

と「
都
城
」
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
検
討
し
て

い
る
家
族
や
友
人
に
、
ぜ
ひ
、
教
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。



育児などの援助を受けたい人（利用会員）と育児などを援助したい人（援助会員）を結び付
けることで、子育て世帯を支援する都城市ファミリー・サポート・センター（ファミサポ）。
今回は、ファミサポの取り組みや利用方法を紹介します。

� ◎問い合わせ　（制度について）保育課　　　☎23-4894
� （利用について）ファミサポ　☎26-3810 詳細な情報

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
し
く
み
　

【
利
用
会
員
】

市
内
在
住
ま
た
は
、
市
内
の
保
育
園
や

幼
稚
園
、
学
校
な
ど
に
通
園
・
通
学
す
る

小
学
６
年
生（
障
が
い
の
あ
る
場
合
は
18

歳
）
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
、
支
援
を

希
望
す
る
人

【
援
助
会
員（
特
別
な
資
格
は
不
要
）】

市
内
在
住
で
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
に

協
力
し
た
い
20
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健

康
な
人

⃝
活
動
内
容
の
例

・�
保
育
施
設
や
教
育
施
設
な
ど
へ
の
送
迎
、

そ
の
前
後
の
子
ど
も
の
預
か
り

・�

放
課
後
ま
た
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

終
了
後
の
子
ど
も
の
預
か
り

・�

子
ど
も
が
風
邪
な
ど
、
軽
度
の
病
気
の

と
き
の
預
か
り

・
用
事
で
外
出
す
る
と
き
の
預
か
り
な
ど

⃝

利
用
の
流
れ

①�

連
絡

利
用
会
員
が
フ
ァ
ミ
サ
ポ
へ
援
助
依
頼

を
連
絡

②
調
整

依
頼
内
容
に
合
わ
せ
て
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ

が
援
助
会
員
を
探
し
、
利
用
会
員
に
紹
介

③
打
ち
合
わ
せ

利
用
会
員
と
援
助
会
員
が
安
心
し
て
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
前
に
十
分
な
打

ち
合
わ
せ
を
実
施

④
活
動

打
ち
合
わ
せ
に
沿
っ
て
活
動
。
終
了
後
、

利
用
会
員
は
援
助
会
員
に
直
接
、
料
金
を

精
算

⑤
報
告

援
助
会
員
が
、
活
動
報
告
書
を
フ
ァ
ミ

サ
ポ
に
提
出

⃝

利
用
日
・
料
金（
１
時
間
当
た
り
）

①�

原
則
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

原
則
７
時
～
19
時
・
３
０
０
円

②
①
以
外
の
時
間
は
相
談
・
４
０
０
円

※�

市
の
助
成
後
の
額（
第
１
子
の
み
）

あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
！

フ
ァ
ミ
サ
ポ
で
は
、
援
助
会
員
に
な
っ

て
活
動
す
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
特

別
な
資
格
や
経
験
は
不
要
で
す
。
男
性
援

助
会
員
も
送
迎
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
活
動
内
容
は
フ
ァ
ミ
サ
ポ
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

対
象

・
子
ど
も
が
好
き
な
人

・
子
育
て
中
の
家
族
を
支
援
し
た
い
人

⃝

活
動
報
酬（
１
時
間
当
た
り
）

６
０
０
円
～
７
０
０
円

⃝

援
助
会
員
に
な
る
に
は

年
２
回
開
催
す
る
養
成
講
座
の
う
ち
１

回
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
援
助
会
員
と
し

て
活
動
で
き
ま
す
。
子
ど
も
の
病
気
の
基

礎
知
識
や
安
全
対
策
、
緊
急
対
応（
Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習
）、
子
ど
も
の
遊
び
な
ど
を
学
び
、

安
心
し
て
活
動
で
き
ま
す
。

【
援
助
会
員
養
成
講
座（
無
料
）】

⃝
�

期
間　
１
月
29
日
㈬
～
３
月
11
日
㈬
の

う
ち
６
日
間（
計
24
時
間
）

⃝

場
所　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

　
１
月
24
日
㈮
ま
で
に
フ
ァ
ミ
サ
ポ

　
　
☎
26
－
３
８
１
０

子育て世帯を応援します！
都城市ファミリー・サポート・センター

インタビュー

子育てが終わり、友人の紹介で始
めた援助会員。センターからの手厚
いサポートもあり、今年で４年目に
なりました。託児や送迎を行ってい
ますが、子どもたちと楽しい時間を
過ごすたびに、ほっこりと温かい気
持ちになります。また、保護者の方
から感謝の言葉をいただいた時には
大きなやりがいを感じます。さらに、
利用と援助の両方の会員が増え、都
城の子育て環境が一層充実していく
といいですね。

援助会員

（蓑原町）
乗峯 昌子さん

子どもたちと
楽しい時間を
過ごしています！

Miyakonojo City Public Relations   2019.1213



14広報 都城 令和元年12月号

先
に
完
成
し
た
沖
水
地
区
公
民
館
・
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
と
同
様
、
平
屋
造
り
で

館
内
の
全
て
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
志
和
池

地
区
公
民
館
・
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
。
多

目
的
ホ
ー
ル
や
会
議
室
、
た
ま
り
場
エ
リ

ア
な
ど
を
備
え
て
い
て
、
志
和
池
地
区
の

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
、

活
用
の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

施
設
概
要

⃝

所
在
地　
上
水
流
町
１
５
３
６
番
地

⃝

構
造　

 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て

⃝

延
床
面
積　
９
５
２
平
方
㍍

⃝

事
業
費　
約
５
億
７
、６
０
０
万
円

⃝

財
源

［
合
併
特
例
債
］　
約
５
億
３
千
万
円

※
対
象
経
費
の
95
㌫

［
一
般
財
源
］　
約
４
、６
０
０
万
円

平成30年12月から建設工事を進めていた志和池地区公民
館・地区市民センターが、このほど完成しました。今回は、施
設の概要や利用用途などを紹介します。

� ◎問い合わせ　生涯学習課　☎23‒9545

10月27日、志和池地区公民館・地
区市民センターの落成式を開催。式
典のほか、地元を中心に活動する「は
まご太鼓」の記念演奏やテープカッ
トが行われ、地区住民と関係者らが、
施設の完成を祝いました。

志和池地区自治公民館連絡協議
会の東郷泰

やす
公
ひろ

会長は「高齢者に優しい、
バリアフリーに配慮された施設が完
成した。地域の皆さんに、集いの場
として活用してほしい」と期待を込め
ていました。

志和池地区公民館・
地区市民センター落成式

主
な
設
備

⃝

多
目
的
ホ
ー
ル（
多
目
的
室
）

会
議
や
式
典
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
と

し
て
使
用
で
き
ま
す
。
部
屋
を
仕
切
る
こ

と
で
、
ヨ
ガ
や
舞
踊
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活

動
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

⃝

小
会
議
室
、
中
会
議
室

部
屋
の
間
仕
切
り
を
格
納
す
る
こ
と
で
、

２
部
屋
を
合
わ
せ
た
大
会
議
室
と
し
て
も

利
用
で
き
ま
す
。

⃝

調
理
室

ガ
ス
こ
ん
ろ
付
き
調
理
台
を
４
台
設
置
。

料
理
教
室
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

⃝

た
ま
り
場
エ
リ
ア

無
料
で
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
。
図
書

コ
ー
ナ
ー
や
授
乳
室
を
備
え
て
い
て
、
子

ど
も
ら
の
遊
び
場
と
し
て
、
ま
た
、
休
憩

や
交
流
の
場
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代

の
人
た
ち
が
利
用
で
き
ま
す
。

　トピック

志和池地区公民館・地区市民センター
が完成しました！



施
設
情
報

【
入
館
料（
通
常
）】

大
人　
２
２
０
円（
１
６
０
円
）

高
校
生　
１
６
０
円（
１
１
０
円
）

小
・
中
学
生　
１
１
０
円（
50
円
）

【
定
期
公
演
観
覧
料（
入
館
料
含
む
）】

大
人　
７
４
０
円（
５
３
０
円
）

高
校
生　
５
３
０
円（
３
３
０
円
）

小・中
学
生　
３
３
０
円（
２
１
０
円
）

※�（　
）は
、
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

窓
口
で
、
療
育
手
帳
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
提
示
す
れ
ば
、
介
助
す
る

人
を
含
め
2
人
ま
で
無
料

人
形
の
館
の
展
示
室
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
」

「
山
之
口
麓
地
区
の
郷
士
が
、
参
勤
交

代
の
際
に
大
阪
や
京
都
で
流
行
し
て
い
た

人
形
浄
瑠
璃
を
習
い
、
覚
え
、
持
ち
帰
っ

て
演
じ
た
」と
の
い
わ
れ
が
あ
る
山
之
口

麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃（
山
之
口
麓
文
弥

節
）。

「
文
弥
節
」と
呼
ば
れ
る
人
形
浄
瑠
璃
は
、

全
国
４
箇
所
の
み
が
伝
統
を
つ
な
い
で
い

て
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
山
之
口
町
麓

地
区
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

※�

人
形
浄
瑠
璃
が
伝
わ
る
そ
の
他
の
ま
ち

新
潟
県
佐
渡
市
、
石
川
県
白は
く

山さ
ん

市
、
鹿

児
島
県
薩
摩
川
内
市
東
郷
町

伝
わ
る
演
目

山
之
口
麓
文
弥
節

に
は
、
江
戸
前
期
を

代
表
す
る
世
話
物
、

時
代
物
の
作
家
で
あ

る
近
松
門
左
衛
門
の

作
品
が
演
目
と
し
て

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

人
形
浄
瑠
璃
の
ほ
か
歌
舞
伎
の
作
家
と

し
て
成
功
し
た
近
松
は
、
１
１
０
余
り
の

作
品
を
残
し
て
い
て
、
山
之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
保
存
会
が
、「
出
世
景
清
」「
門

出
八
嶋
」
の
２
演
目
を
定
期
公
演
で
演
じ

な
が
ら
、
伝
統
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
展
示
の
見
ど
こ
ろ

文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
が
伝
わ
っ
た
頃
の

時
代
背
景
や
山
之
口

の
状
況
、
人
形
を
今

日
ま
で
承
継
し
て
き

た
郷
士
の
集
団
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
重
要
無
形
文
化
財
と
し
て
国
指

定
を
受
け
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
人
形

浄
瑠
璃
の
歴
史
と
、
現
在
公
演
を
行
っ
て

い
る
保
存
会
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
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山之口麓文弥節人形浄瑠璃資料館（人形の館・山之口町山之口）が平成4年の開館
以来、初めて展示室をリニューアル。人形浄瑠璃の歴史を分かりやすく紹介してい
ます。この他、同館では保存会が、６月・９月・11月・３月の年４回の定期公演を
通して、300年余り続く山之口麓文弥節人形浄瑠璃の伝統をつないでいます。

� ◎問い合わせ　山之口地域振興課　☎ 57-3116



全
員
で
勝
ち
取
っ
た
優
勝
！

楽
し
く
充
実
し
た
日
々
は
一
生
の
思
い
出

16広報 都城 令和元年12月号



８
月
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
た
高
専

体
育
大
会
剣
道
競
技
の
全
国
大
会
団
体

の
部
で
、
都
城
工
業
高
等
専
門
学
校
剣

道
部
女
子
が
、
昨
年
優
勝
の
鈴
鹿
工
業

高
等
専
門
学
校
を
見
事
に
下
し
、
初
の

優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。　
　
　

同
校
剣
道
部
は
創
部
50
年
余
り
と
歴

史
が
長
く
、
同
大
会
の
男
子
団
体
な
ど

で
優
勝
経
験
を
持
つ
強
豪
部
で
す
。
男

子
部
員
の
活
躍
が
目
立
つ
中
、
女
子
部

員
不
在
と
い
う
状
況
が
続
き
、
主
将
の

青
井
優
奈
さ
ん（
同
校
５
年
）
が
入
部

し
た
当
初
も
同
じ
状
況
で
し
た
。

「
入
部
当
初
は
、
女
子
一
人
で
不
安

だ
っ
た
」
と
話
す
青
井
さ
ん
は
、
小
学

校
５
年
の
時
に
、
友
人
の
影
響
で
五
ヶ

瀬
町
の「
学
心
会
」
で
剣
道
を
習
い
始

め
、
高
専
で
も
大
好
き
な
剣
道
を
続
け

た
い
と
の
思
い
で
入
部
。「
１
年
生
の

頃
か
ら
、
男
子
部
員
の
先
輩
ら
に
剣
道

を
指
導
し
て
も
ら
っ
た
り
、
精
神
面
で放課後練習に打ち込む

（
写
真
右
か
ら
）

石
塚
千ち

夏か

さ
ん
、
綾
優ゆ

貴き

乃の

さ
ん（
共
に
１
年
）、

青
井
優
奈
さ
ん（
５
年
）、
青
井
晴は
る
奈な

さ
ん（
３

年
）、
山
下
詩
織
さ
ん（
５
年
）

Smiling faces of miyakonojo

支
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
育
て
ら
れ
た
。

今
回
の
優
勝
も
含
め
、
今
の
自
分
が
あ

る
の
は
監
督
や
コ
ー
チ
は
も
ち
ろ
ん
、

男
子
部
員
の
先
輩
ら
の
お
か
げ
」
と
感

謝
の
思
い
を
述
べ
ま
す
。
現
在
は
、
青

井
さ
ん
の
妹
、
青
井
晴は
る

奈な

さ
ん（
同
校

３
年
）
と
綾
優ゆ

貴き

乃の

さ
ん
、
石
塚
千ち

夏か

さ
ん（
共
に
同
校
１
年
）
が
所
属
。
女

子
部
員
が
増
え
、
３
人
で
戦
う
団
体
戦

に
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
大
会
で
は
、
主
将
の
青
井
さ

ん
が
九
州
大
会
の
個
人
戦
で
優
勝
し
、

全
国
大
会
３
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成

績
を
納
め
ま
し
た
が
、
初
出
場
の
団
体

戦
で
は
、
全
国
大
会
の
予
選
敗
退
と
い

う
結
果
で
し
た
。
部
員
ら
は「
悔
し
い

思
い
を
ば
ね
に
、
部
員
一
丸
と
な
っ
て

全
国
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
き

た
」
と
力
を
込
め
ま
す
。
男
女
混
合
の

練
習
を
週
５
回
行
い
、
寮
に
戻
っ
て
か

ら
、
学
校
の
提
出
物
を
夜
中
ま
で
製
作

し
た
り
、
試
験
勉
強
を
行
っ
た
り
と
、

時
に
は
部
活
と
学
業
と
の
両
立
の
難
し

さ
に
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
無
駄
の

な
い
動
き
と
、
技
の
１
本
に
集
中
で
き

る
か
を
考
え
、
大
会
に
向
け
て
部
員
一

丸
と
な
り
ま
し
た
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
山

下
詩
織
さ
ん（
同
校
５
年
）も「
選
手
が

集
中
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け

た
」
と
、
常
に
選
手
を
見
守
り
、
そ
ば

で
支
え
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
を
最
後
に
、
５
年
生
は

引
退
。来
春
の
新
し
い
旅
立
ち
を
控
え
、

主
将
の
青
井
さ
ん
は「
剣
道
部
に
入
部

し
た
こ
と
は
一
生
の
宝
物
。
本
当
に
楽

し
く
充
実
し
た
日
々
だ
っ
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。
そ
し
て
、
新
主
将
に
就
任

し
た
妹
の
晴
奈
さ
ん
や
新
部
員
に
向
け

て「
こ
れ
か
ら
も
都
城
高
専
剣
道
部
は
、

部
員
全
員
が
剣
道
を
楽
し
め
る
最
高
の

場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
、
最

高
の
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
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インタビュー

高校への通学で使っていた昔の歌
舞伎橋が役目を終え、新しい歌舞伎
橋に生まれ変わったことは、とても
感慨深いものです。

孫が今の私くらいの年齢になった
ら、彼ら自身の子や孫に「渡り初め
をしたんだよ」と語り継いでほしい
ですね。そのためにも、利用する皆
さんとともに、歌舞伎橋を大切にし
ていきたいと思います。

昭
和
41
年
に
造
ら
れ
て
か
ら
50
年
以
上

が
経
過
し
て
い
た
歌
舞
伎
橋
。
幅
員
が
狭

く
通
行
車
両
な
ど
の
離
合
が
困
難
だ
っ
た

旧
橋
か
ら
、
新
し
い
橋
に
架
け
替
え
た
こ

と
で
、
自
動
車
の
運
転
の
し
や
す
さ
と
、

歩
行
者
・
自
転
車
運
転
者
の
安
全
性
が
大

幅
に
向
上
し
ま
し
た
。

■ 

整
備
概
要 

■ 
⃝

橋
長　
１
３
２
㍍

⃝

幅
員　
９・５
㍍
（
片
側
１
車
線
）

※
車
道
部
７
㍍
、
歩
道
部
２
・
５
㍍

⃝

事
業
費　
約
17
億
２
、２
０
０
万
円

⃝

財
源

［
国
庫
補
助
金
］　
約
８
億
９
、７
６
３
万
円

［
合
併
特
例
債
］　
約
６
億
４
０
１
万
円

※
対
象
経
費
の
95
㌫

［
そ
の
他
、
一
般
財
源
な
ど
］　

約
２
億
２
、
０
３
６
万
円

⃝
�

そ
の
他　
旧
橋
は
、
今
年
度
か
ら
約
２

年
か
け
て
解
体
・
撤
去

■ 

開
通
式 

■ 

秋
晴
れ
と
な
っ
た
11
月
２
日
、
開
通
式

を
開
催
。
地
域
住
民
や
事
業
関
係
者
ら
約

70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。池
田
市
長
は「
新

し
い
歌
舞
伎
橋
が
、
地
域
の
発
展
に
大
き

く
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

力
を
込
め
ま
し
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト

に
続
き
、
宮
島
さ

ん
一
家
３
世
代
夫

婦
を
先
頭
に
渡
り

初
め
。
こ
の
他
、

姫
城
中
学
校
吹
奏

楽
部
が
、
記
念
の

演
奏
を
披
露
し
ま

し
た
。

渡り初めで先頭を歩いた宮島さん家族

宮島 三
み

千
ち

信
のぶ

さん（菖蒲原町、左から２人目）

18広報 都城 令和元年12月号

平成28年11月から整備を進めていた、川の駅公園（都島町）付近にある市道甲斐元通線の「歌
舞伎橋」が完成し11月２日、開通しました。今回は、整備概要や開通式の様子を紹介します。

� ◎問い合わせ　道路公園課　☎23‒2775

新しい歌
か

舞
ぶ

伎
き

橋
は し

が
開通しました！



平
成
11
年
度
に
埋
め
立
て
が
完
了
し
た

大
岩
田
最
終
処
分
場
の
埋
立
地
有
効
活
用

事
業
と
し
て
整
備
し
た
同
広
場
。
今
後
、

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康

増
進
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

11
月
２
日
、
落
成
式
を
開
催
。
麓
地
区

子
供
会
に
よ
る
正せ
い
調ち

ょ
う

安や
っ
久さ

節ぶ
し
や
今
町
小
学

校
６
年
生
ら
に
よ
る
俵
踊
り
が
披
露
さ
れ
、

花
を
添
え
ま
し
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
の
始
球
式
で
は
、
会

場
か
ら「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！
」
と
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

■ 

施
設
概
要 

■ 
⃝

所
在
地　
大
岩
田
町
５
８
１
２
－
７

⃝

総
面
積　
約
10
万
平
方
㍍

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場（
18
ホ
ー
ル
）

・�

多
目
的
芝
生
広
場（
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
２
面
）

・
花
畑
・
花
壇　
３
万
平
方
㍍

・�

遊
具
健
康
広
場　
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

遊
具
や
健
康
器
具
を
設
置

⃝

事
業
費　
約
４
億
９
千
万
円

⃝

財
源

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
］

約
３
、
６
４
９
万
円

［
合
併
特
例
債
］　
※
対
象
経
費
の
95
㌫

約
４
億
３
、
０
１
０
万
円

［
そ
の
他
、
一
般
財
源
な
ど
］　

約
２
、
３
４
１
万
円

■ 

利
用
案
内 

■ 
⃝

利
用
料
金

【
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
】　
※
1
人
1
日

大
人
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
１
０
０
円

【
多
目
的
芝
生
広
場
】　
※
1
時
間
１
面

大
人
２
２
０
円
、
高
校
生
以
下
１
１
０
円

⃝

利
用
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

⃝

休
場
日　
毎
週
火
曜
日
・
年
末
年
始

　
広
場
管
理
棟　
☎
45
－
７
２
２
２

花畑・花壇
パークゴルフ場
多目的芝生広場
遊具健康広場

駐車場

管理棟

トイレ

Ｎ
P

P

市役所から車で約10分（3.5㎞）
梅北ICから車で約5分（2.5㎞）

今町IC

梅北IC

五十市IC

梅北交差点

広口交差点JR西都城駅
市役所

都城市南部
ふれあい広場

甲斐元交差点

都
城
志
布
志
道
路

配置図

アクセス

Miyakonojo City Public Relations   2019.1219

平成30年５月から大岩田町に整備を進めていた、都城
市南部ふれあい広場が完成し、11月２日にオープンしま
した。今回は、落成式の様子や施設概要を紹介します。

� ◎問い合わせ　環境施設課　☎23－3319

 都城の新しい広場
「南部ふれあい広場」がオープン！



償
却
資
産

固
定
資
産
税
の「
償
却
資
産
」
と
は
、

土
地
や
家
屋
以
外
で
事
業
用
に
使
う
設
備

な
ど
の
こ
と
で
す
。

事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
構
築
物
や
機

械
、
器
具
、
備
品
な
ど
が
償
却
資
産
に
当

た
り
、
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
告
の
対
象
と
な
る
事
業
主
の
例

・�

病
院
や
建
設
業
、
工
場
な
ど
を
経
営
し

て
い
る

・�

商
店
や
飲
食
店
、理・

美
容
室
な
ど
を
営
ん

で
い
る

・�

農
林
畜
産
業
を
営
ん

で
い
る　

・�

ア
パ
ー
ト
や
貸
家
、

駐
車
場
の
賃
貸
を
行
っ
て
い
る

・�

市
内
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、

売
電
事
業
を
行
っ
て
い
る

対
象
と
な
る
償
却
資
産
は
全
て
申
告

所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
の
評
価
額

（
取
得
価
額
を
基
礎
と
し
て
減
価
償
却
を

考
慮
し
た
金
額
）
の
合
計
が
１
５
０
万
円

建
物
の
新
築・増
築・取
り
壊
し
の
届
け
出

◉
対
象
と
な
る
人

１
月
１
日
現
在
の
住

宅
や
店
舗
、
工
場
、
倉
庫
、

車
庫
、
サ
ン
ル
ー
ム
な

ど
の
建
物
の
所
有
者

◉
対
象
と
な
る
行
為

【
建
物
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
と
き
】

工
事
が
終
了
し
た
建
物
は
、
現
地
調
査

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
以
前
に
建
築
さ
れ

た
も
の
で
未
調
査
の
建
物
は
、
調
査
が
必

要
で
す
。
早
め
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
】

一
部
取
り
壊
し
も
含
め
、
建
物
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
必
ず
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

連
絡
が
な
い
場
合
、
引
き
続
き
課
税
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

住
宅
の
省
エ
ネ
・
耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

改
修
工
事
の
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に
適
合

し
た
工
事
種
別
に
応
じ
て
、
固
定
資
産
税

を
翌
年
度
分
の
み
、
減
額
し
ま
す
。
な
お
、

補
助
金
な
ど
を
除
き
50
万
円
以
上
の
改
修

費
用
が
対
象
で
す
。

未
満
の
場
合
は
、
固
定
資
産
税
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

◉
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合

所
有
し
て
い
な
く
て
も
、
申
告
が
必
要

で
す
。

◉
償
却
資
産
を
処
分
し
た
場
合

事
業
を
廃
業
し
た
な
ど
の
理
由
で
、
償

却
資
産
を
所
有
し
な
く
な
っ
た
場
合
も
、

必
ず
そ
の
旨
を
申
告
く
だ
さ
い
。

◉
対
象
外
の
資
産　

事
業
用
で
使
用
す
る
自
動
車
の
よ
う
に
、

自
動
車
税（
軽
自
動
車
税
）の
対
象
と
な
っ

て
い
る
も
の
な
ど
は
除
き
ま
す
。

申
告
の
方
法

市
が
送
付
す
る
申
告
書
に
、
令
和
２
年

１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の
所
有
状
況

を
記
入
し
、
１
月
末
日
ま
で
に
資
産
税
課

（
紫
色
10
番
）、
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
や
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

く
だ
さ
い
。

◉
申
告
し
な
か
っ
た
場
合

正
当
な
理
由
な
く
申
告
し
な
い
、
虚
偽

の
申
告
を
す
る
な
ど
の
行
為
は
、
罰
金
な

ど
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

◉
対
象
と
な
る
建
物
の
床
面
積

・［�

省
エ
ネ
］　
１
戸
当
た
り
50
～
１
２

０
平
方
㍍

・�［
耐
震
改
修
］　
１
戸
当
た
り
１
２
０
平

方
㍍
ま
で

・�［
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
］　
１
戸
当
た
り

50
～
１
０
０
平
方
㍍

◉
住
宅
の
要
件

賃
貸
住
宅
を
除
き
ま
す
。

・�［
省
エ
ネ
改
修
］　
平
成
20
年
１
月
１
日

以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

・�［
耐
震
改
修
］　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以

前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

・�［
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
］　
新
築
さ
れ
た

日
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
た
住
宅

※�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
は
、
65
歳
以
上
の

人
や
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者
、
障
が
い
者
の

居
住
す
る
住
宅
が
対
象

◉
申
告
方
法

改
修
後
３
カ
月
以
内
に
、

領
収
書
や
改
修
工
事
前
後
の
写
真
な
ど
を

添
付
し
た
申
告
が
必
要
で
す
。
内
容
に
よ

り
添
付
書
類
が
異
な
る
た
め
、
詳
し
く
は

着
工
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
月
は
償
却
資
産
の
申
告
月
で
す

建
物
の
新
築・増
築
な
ど
の
届
け
出

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
営
ん
で
い
る
人（
事
業
主
）は
、
毎
年
、
１
月
１
日
現
在
の
償

却
資
産
の
所
有
状
況
に
つ
い
て
申
告
が
必
要
で
す
。

�

◎
問
い
合
わ
せ　
資
産
税
課　
☎
23
－
２
１
２
４

建
物
を
新
築
や
増
築
な
ど
し
た
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
住
宅
を
省

エ
ネ
や
耐
震
な
ど
の
た
め
改
修
し
た
場
合
、
条
件
を
満
た
す
こ
と
で
固
定
資
産
税
を
減

額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。　

�

◎
問
い
合
わ
せ　
資
産
税
課　
☎
23
－
２
１
２
４

20広報 都城 令和元年12月号



ト
ピ
ッ
ク

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
例

①�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
、

マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
を
設
定

※�

市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
補
助
と
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
設
定
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す

②�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス（
Ｑ

Ｒ
決
済
ア
プ
リ
ま
た
は
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）

を
１
つ
選
択
し
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を

申
し
込
み

③�

買
い
物
な
ど
で
選
択
し
た
決
済
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
場
合
、
②
の
決
済
サ
ー

ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
を
取
得

【
Ｑ
Ｒ
決
済
ア
プ
リ
の
利
用
例
】

①�

利
用
し
た
い
決
済

ア
プ
リ
か
ら
、
事

前
に
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
取
得
申
し

込
み

②�

決
済
ア
プ
リ
を
使
っ
て
買
い
物
を
す
る

と
、
買
い
物
後
に
25
㌫
※
の
マ
イ
ナ
ポ

民
間
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
用
い
て
買
い
物
な
ど
を
し
た
人
に
対
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
ポ
イ
ン
ト「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」を
付
与
す
る
国

の
制
度
が
、
令
和
２
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

�

◎
問
い
合
わ
せ　
商
工
政
策
課　
☎
23
－
２
９
８
３

11
月
５
日
、
プ
ラ
チ
ナ
大
賞
の
最
終

審
査
発
表
会
が
東
京
で
行
わ
れ
、「
ス

マ
ー
ト
自
治
体
時
代
の
地
域
活
性
化

戦
略　
～
デ
ジ
タ
ル
×か
け
る

人
で
創
る
新

た
な
社
会
～
」に
つ
い
て
、
池
田
市
長

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
見

事
、
優
秀
賞
に
当
た
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ア
ピ
ー
ル
賞
を
受
賞
し
、「
プ
ラ
チ
ナ
シ

テ
ィ
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

�

総
合
政
策
課　
☎
23
－
７
１
６
１

イ
ン
ト
を
取
得

【
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利
用
例
】

①�「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
ペ
ー
ジ
」

で
、
事
前
に
利
用
し
た
い
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

を
選
択
し
て
申
し
込
み

②�

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
金
額

を
チ
ャ
ー
ジ
す
る
と
、

25
㌫
※
の
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
を
取
得

※
プ
レ
ミ
ア
ム
率
や
利

用
額
上
限
は
、
今
後
、

国
の
予
算
で
決
定

【
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
】

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
を
活
用
し
、
市

内
で
開
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
集
約
・
発
信
す
る
国
内
初
の

取
り
組
み「
イ
ベ
ン
ト
情
報
集
約
サ
イ

ト
」の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
電
子
母
子
手
帳
や
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
取
り
組
み
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
寄
与
し

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
後
も
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

プ
ラ
チ
ナ
大
賞

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術
革
新
）
に

よ
る
新
産
業
の
創
出
や
、
ア
イ
デ
ア

あ
ふ
れ
る
方
策
な
ど
に
よ
り
社
会
や

地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
る
自
治

体
や
企
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
評
価
。

こ
れ
ら
を
高
齢
化
、
環
境
、
産
業
・
雇

用
の
側
面
か
ら
問
題
の
解
決
を
目
指

す「
プ
ラ
チ
ナ
社
会
」
の
モ
デ
ル
自
治

体「
プ
ラ
チ
ナ
シ
テ
ィ
」
と
し
て
認
定

し
、
広
く
周
知
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
広
が
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
Ｑ
Ｒ
を

読
み
取
っ
て
決
済
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

加
え
、
流
通
系
・
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
が
決
済
サ
ー
ビ
ス
に
加
わ
る
見
込

み
で
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
た

消
費
活
性
化
策
が
始
ま
り
ま
す
！

都城市が
プラチナ大賞
優秀賞を受賞

Miyakonojo City Public Relations   2019.1221



■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
（６：30〜 23：00）

お知らせ
毎月第３日曜日は「家庭の日」

す
ま
た
は
立
位
の
み
）

【
団
体
】

バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
精
神
）、
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル（
精
神
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

（
精
神
）

　
１
月
23
日
㈭
ま
で
に
福
祉
課

☎
23
－
２
９
８
０

わ
た
し
が
聞
い
た
戦
争
体
験
談
な
ど

家
族
・
親
戚
や
近
所
の
人
か
ら
聞
い
た

り
見
た
り
し
た
、
太
平
洋
戦
争
中
か
ら
昭

和
30
年
ご
ろ
ま
で
の
都
城
の
様
子
が
分
か

る
体
験
談
や
、
写
真
・
絵
画
と
、
そ
の
感

想
文
を
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
は
、
戦
争
を
テ
ー
マ
と
し
た

企
画
展
な
ど
で
使
用
し
ま
す
。

⃝

対
象　
平
成
元
年
以
降
に
生
ま
れ
た
人

⃝

応
募
方
法　

体
験
談

応
募
用
紙
に
体
験
談
と
感
想
文
を
添
付
し

郵
送
、
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

※�

メ
ー
ル
で
の
応
募
は
、
件
名
に「
戦
争

体
験
談
の
応
募
」と
明
記

写
真
・
絵
画

応
募
用
紙
に
説
明
文
と
感
想
文
を
添
付
し
、

郵
送
ま
た
は
持
参

※�

応
募
用
紙
は
、
文
化
財

課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

⃝
�

そ
の
他　
応
募
作
品
の
著
作
権
は
市
に

帰
属
す
る
も
の
と
し
、
体
験
談
は
返
却

し
ま
せ
ん
。
写
真
・
絵
画
は
、
コ
ピ
ー

を
文
化
財
課
で
保
管
し
、
原
本
は
持
ち

主
に
返
却
し
ま
す
。
応
募
数
や
内
容
の

月
25
日
㈬
ま
で
に
秘
書
広
報
課（
〒
885-

８
５
５
５
）
へ
郵
送
。
１
枚
の
は
が
き
で

４
人
ま
で
応
募
可（
代
表
者
に
◎
印
）。
電

話
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
ま
す

☎
23
－
３
１
７
４　

新
春
六ろ

く

社し
ゃ

権ご
ん

現げ
ん

め
ぐ
り
参
加
者

⃝

日
時　
１
月
26
日
㈰　
８
時
40
分
～

⃝
�

集
合
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

⃝
�

行
程　
霧
島
神
宮
→
霧
島
東ひ

が
し

神
社（
高

原
町
）
→
御
池
青
少
年
自
然
の
家（
昼

食
）
→
狭さ

の野
神
社
→
霧
島
岑み

ね

神
社
→
夷ひ

な

守も
り

神
社
→
東つ

ま
霧
島
神
社（
高
崎
町
）

⃝
�

定
員　
65
人　
※
申
し
込
み
順
。
12
月

15
日
㈰
８
時
か
ら
受
け
付
け
開
始

⃝
�

費
用　
３
千
円（
昼
食
代
、
バ
ス
代
、

ガ
イ
ド
代
、
保
険
料
含
む
）

　
み
や
こ
ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ

ブ（
吉
盛
）

☎
０
９
０
－
２
５
８
２
－
６
４
１
３

宮
崎
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
者

⃝

日
程　
５
月
10
日
㈰

⃝

場
所　
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

⃝

競
技（
部
門
）

【
個
人
】

陸
上
競
技（
身
体
・
知
的
）、
水
泳（
身
体
・

知
的
）、卓
球（
身
体・知
的・精
神
）、ア
ー

チ
ェ
リ
ー
（
身
体
）、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク（
身
体
・
知
的
）、
ボ
ウ
リ
ン
グ（
知

的
）、
ボ
ッ
チ
ャ
（
肢
体
不
自
由
で
車
い

重
複
に
よ
り
、
体
験
談
な
ど
の
一
部
を

引
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
２
月
28
日
㈮
ま
で
に
文
化
財
課

（
〒
885
－
０
０
３
４　
菖
蒲
原
町
19
－
１
）　

☎
23
－
９
５
４
７

culture@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

新
田
原
基
地
エ
ア
フ
ェ
ス
タ（
無
料
）

⃝

日
時　
12
月
15
日
㈰　
８
時
15
分
～

⃝
�

場
所　
航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地（
新

富
町
）お
よ
び
周
辺
空
域

⃝
�

内
容　
自
衛
隊
機
に
よ
る
飛
行
展
示
や

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
曲
技
飛
行
な
ど

⃝
�

そ
の
他　
臨
時
駐
車
場
か
ら
運
行
す
る

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
基

地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

く
だ
さ
い

　
航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地
広
報
班

☎
０
９
８
３
－
35
－
１
１
２
１

都
城
興こ

玉だ
ま

神
社
夜
神
楽
大
祭

⃝

日
時　
12
月
21
日
㈯　
16
時
～
20
時

※
打
ち
上
げ
花
火
は
19
時
30
分
～

⃝

場
所　
都
城
興
玉
神
社（
安
久
町
）

⃝
�

内
容　
高
千
穂
夜
神
楽
奉
納
、
民
俗
芸

能
披
露
、
和
風
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
の

販
売
、
飲
食
ブ
ー
ス
、
音
楽
花
火
な
ど

　
中
郷
商
工
会
青
年
部　

　
　
☎
39
－
０
３
３
４

都
城
市
文
化
振
興
財
団
職
員

⃝

職
種
・
業
務
内
容
・
採
用
予
定
人
数　

契
約
職
員

総
務
課（
利
用
担
当
）　
２
人

⃝

勤
務
地　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

⃝

選
考
方
法　
書
類
選
考
、
面
接

　
履
歴
書
と
職
務
経
歴
書
を
12
月
28

日
㈯
ま
で
に
文
化
振
興
財
団

☎
23
－
７
１
４
０

新
春
書
き
初
め
大
会
参
加
者（
無
料
）

⃝

日
時　
１
月
６
日
㈪　
９
時
30
分
～

⃝

場
所　
山
之
口
地
区
公
民
館

⃝

定
員　
50
人　
※
要
申
し
込
み

⃝

準
備
物　
書
道
用
具
一
式
、
半
紙

　
12
月
20
日
㈮
ま
で
に
山
之
口
地
域

振
興
課　
☎
57
－
３
１
１
６

公
共
施
設
見
学
会

⃝

日
時　
１
月
30
日
㈭　
９
時
30
分
～

⃝

集
合
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⃝
�

行
程　
市
立
美
術
館
→
都
城
島
津
邸
→

南
消
防
署
→
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

⃝

対
象
・
定
員　
市
民
・
40
人

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
結

果
は
１
月
10
日
㈮
ま
で
に
連
絡

⃝
�

費
用　
６
０
０
円（
保
険
料
、
昼
食
代

含
む
）

⃝

準
備
物　
飲
み
物
や
タ
オ
ル

　
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
12

催
　
し

募
　
集

22広報 都城 令和元年12月号



市役所の開庁時間　平日8:30 ～ 17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

INFORMATION
�申は申し込み、�問は問い合わせ

⃝

場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⃝
�

内
容　

理
学
療
法
士
か
ら
学
ぶ
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
に
つ
い
て

⃝

定
員　
40
人　
※
要
申
し
込
み

　
健
康
課　
☎
23
－
２
７
６
５

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
室

⃝

日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用

正
月
花
教
室

12
／
28
㈯　
10
時
～
12
時　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
10
人

※�

要
申
し
込
み
。
３
人
以
上
で
開
催

２
、８
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

　

12
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

☎
23
－
２
０
０
１

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
in
み
や
こ
の

じ
ょ
う
２
０
２
０（
無
料
）

⃝
日
時　
１
月
19
日
㈰　
12
時
～
17
時

⃝
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

⃝
�

内
容　
世
界
各
国
の
文
化
の
紹
介
や
交

流
・
体
験
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど

　
都
城
国
際
交
流
協
会

　
　
☎
23
－
２
２
９
５

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

⃝

場
所　
市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

⃝

日
時　
12
月
24
日
㈫　
12
時
20
分
～

⃝

内
容　
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱

⃝

出
演　
菊
池
真
理
子

　

�

文
化
振
興
財
団　
☎
23
－
７
１
４
０

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

敬け
い

山ざ
ん

会
書
展（
無
料
）

⃝

日
時　
１
月
７
日
㈫
～
13
日
㈪

　
　
　
９
時
～
17
時

⃝

場
所　
市
立
美
術
館

　
敬
山
会（
谷
口
）

☎
０
９
０
－
５
０
２
７
－
６
４
９
７

総
合
文
化
ホ
ー
ル
自
主
事
業

初
春
☆
夢
を
描
こ
う
、踊
ろ
う（
無
料
）

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
で
、
新
た
な
夢
を

表
現
し
楽
し
む
企
画
で
す
。

⃝

日
時　
１
月
19
日
㈰　
12
時
～

⃝

場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
☎
23
－
７
１
４
０

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

⃝

科
目
・
日
時
・
受
講
料
・
開
講
日

手
編
み
科（
６
カ
月
）

毎
週
火
曜
日　
10
時
～
15
時

２
万
５
千
円　
１
／
７
㈫

着
付
け
科（
３
カ
月
）

毎
週
木
曜
日　

①
10
時
～
12
時
、
②
13
時

～
15
時
、
③
19
時
～
21
時

１
万
１
千
円　
１
／
９
㈭

洋
裁
科（
６
カ
月
）

隔
週
土
曜
日　
９
時
～
13
時　

２
万
円　
１
／
11
㈯　
※
定
員
５
人

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科（
６
カ
月
）

①
隔
週
金
曜
日
、
②
隔
週
土
曜
日　

９
時
～
12
時　
２
万
１
千
円

①
１
／
10
㈮
、
②
１
／
11
㈯

は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル（
２
カ
月
）

毎
週
月
・
木
曜
日（
全
16
回
）　

19
時
～
21
時　
３
万
円　
１
／
９
㈭

※
５
人
以
上
で
開
講

は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル（
４
カ
月
）

毎
週
土
曜
日（
全
16
回
）　

10
時
～
12
時　
３
万
円　
１
／
11
㈯

※
５
人
以
上
で
開
講

　
各
開
講
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
都

城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

☎
23
－
２
３
１
６

応
急
手
当
講
習　

救
命
入
門
コ
ー
ス（
無
料
）

⃝

日
時　
12
月
20
日
㈮　

　
　
　
　
10
時
～
10
時
45
分

⃝

場
所　
消
防
局（
菖
蒲
原
町
）

⃝
�

対
象　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

⃝

定
員　
20
人　
※
申
し
込
み
順

　
12
月
16
日
㈪
ま
で
に
消
防
局
警
防

救
急
課　
☎
22
－
８
８
８
３

認
知
症
家
族
支
援「
な
ご
み
会
」（
無
料
）

⃝

日
時　
12
月
14
日
㈯　
13
時
～
15
時

⃝

場
所　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝

内
容　
消
費
生
活
に
関
す
る
講
座

※
申
し
込
み
不
要

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎
25
－
２
１
２
３

健
康
課
主
催
の
教
室（
無
料
）

【
健
康
ラ
イ
フ
教
室（
講
話
編
）】

⃝
�

日
時　
１
月
21
日
㈫

　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

子育て支援センター
今月のオススメ行事
※�子育て支援センターのホームページ
では、その他の行事も確認できます

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
マタニティの会「スタイ作り」
⃝日時　1/15㈬　13時30分～
⃝定員　5人　※要申し込み
山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
リズム遊びを体験「ウルトラマン教室」
⃝日時　12/18㈬　10時～
山田地域子育て支援センター　　☎64-3171
クリスマス会
⃝日時　12/20㈮　10時～
⃝定員　10組　※要申し込み
⃝費用　子ども1人につき300円
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587
世代間交流と遊び体験「エンゼルフェスタ」
⃝日時　1/12㈰　10時～
高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
地域の高齢者と昔遊び
⃝日時　1/10㈮　10時30分～
⃝定員　8組　※申し込み不要

講
座
・
教
室

Miyakonojo City Public Relations   2019.1223
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本
人
ま
た
は
同
居
家
族
に
よ
る
寝
具
の

衛
生
管
理
が
困
難
な
人

※
入
院
・
施
設
入
所
者
を
除
く

⃝
�

対
象
物　
掛
け
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布

（
各
１
点
）

⃝

利
用
料　
４
０
０
円

⃝
�

寝
具
の
回
収
日　
２
月
13
日
㈭
・
14
日

㈮（
予
備
日
：
２
月
12
日
㈬
）

※�

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み
の
布
団
な
ど
の
配

達
は
、
回
収
日
か
ら
約
１
週
間
後

⃝
�

回
収
時
に
準
備
す
る
も
の　
印
鑑（
ス

タ
ン
プ
式
を
除
く
）、利
用
料
、ク
リ
ー

ニ
ン
グ
す
る
対
象
物

⃝
�

そ
の
他　
回
収
・
配
達
は
市
の
委
託
業

者
が
行
い
ま
す
が
、
回
収
の
日
時
は
市

か
ら
連
絡
し
ま
す
。
な
お
、
回
収
・
配

達
時
に
は
、
必
ず
本
人
ま
た
は
家
族
の

立
ち
会
い
が
必
要
で
す

※
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受
け
付
け
終
了

　
１
月
17
日
㈮
ま
で
に
介
護
保
険
課　
　
　

☎
23
－
３
１
８
４

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

令
和
２・３
年
度

競
争
入
札
参
加
資
格
の
定
期
受
け
付
け

⃝

有
効
期
間

４
月
１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日

【
建
設
工
事
】

競
争
入
札
参
加
資
格
受
け
付
け
と
同
時

に
、
建
設
業
者
工
事
施
工
能
力（
等
級
格

付
）審
査
を
行
い
ま
す
。

⃝
�

日
程　
１
月
14
日
㈫
～
２
月
４
日
㈫

（
郵
送
の
場
合
は
１
月
31
日
㈮
ま
で
に

必
着
）

⃝
�

格
付
業
種　
①
土
木
一
式
工
事
、
②
建

築
一
式
工
事
、
③
電
気
工
事
、
④
管
工

事
、
⑤
舗
装
工
事
、
⑥
水
道
施
設
工
事

⃝
�

格
付
対
象　
市
内
に
本
店
が
あ
り
、
本

市
の
有
資
格
業
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
る
事
業
者

【
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
】

⃝
�

日
程　
２
月
７
日
㈮
～
21
日
㈮（
郵
送

の
場
合
は
２
月
14
日
㈮
ま
で
に
必
着
）

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

く
だ
さ
い

　
契
約
課　
☎
23
－
２
１
２
２

介
護
予
防・日
常
生
活
圏
域
の
ニ
ー

ズ
調
査

要
介
護
状
態
に
な
る
前
の
高
齢
者
の
心

身
の
状
況
や
置
か
れ
て
い
る
環
境
な
ど
の

事
情
を
把
握
し
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
や

地
域
間
の
違
い
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
票
が
届

い
た
人
は
、
12
月
16
日
㈪
ま
で
に
返
送
く

だ
さ
い
。

※�

調
査
票
を
回
収
で
き
な
い
場
合
、
お
住
ま

い
の
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
が
訪
問
ま
た
は
電
話
で
聞
き
取
り

調
査
を
実
施

⃝
�

対
象　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

市
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
で
、
日
常
生

活
圏
域
ご
と
に
一
定
条
件
の
下
で
抽
出

し
た
５
、６
０
０
人
程
度

⃝

調
査
内
容

・�

運
動
機
能
や
栄
養
の
傾
向
、
口
腔
機
能
、

認
知
機
能
な
ど

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
頻
度
な
ど
社

会
参
加
の
状
況

　
介
護
保
険
課　
☎
23
－
２
６
８
５

各
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

⃝

日
時　
12
月
17
日
㈫
・
18
日
㈬　

　
　
　
15
時
～
16
時

⃝
�

場
所　
都
城
税
務
署（
都
城
合
同
庁
舎

内
）

　
都
城
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門

　
　
☎
22
－
４
３
８
３

差
し
押
さ
え
不
動
産
の
公
売
会

⃝

日
時　
２
月
18
日
㈫　
９
時
30
分
～

⃝

場
所　
市
役
所
本
館
６
階
入
札
室

⃝
�

物
件　

市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

（
鷹
尾
三
丁
目
の
畑
、
吉
尾
町
お
よ
び

野
々
美
谷
町
の
田
）

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

納
税
管
理
課
で
確
認
く
だ
さ
い

　
納
税
管
理
課　
☎
23
－
２
１
２
６

甘か
ん

藷し
ょ

を
栽
培
す
る
皆
さ
ん
へ

北
諸
県
地
域
で「
サ
ツ
マ
イ
モ
基も

と

腐ぐ
さ
れ

病
」

が
初
め
て
確
認
さ
れ
、
病
気
の
ま
ん
延
を

防
ぐ
た
め
の
防
除
が
必
要
で
す
。

⃝
�

防
除
方
法

①
種
芋
の
消
毒

②�

苗
床
の
土
壌
消
毒
お
よ
び
長
靴
な
ど
の

装
備
品
や
は
さ
み
な
ど
器
具
の
消
毒

③
差
し
苗
の
適
正
な
消
毒

④
農
地
の
土
壌
消
毒

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

　
農
産
園
芸
課　
☎
23
－
２
４
２
５

利
子
補
給
制
度

中
小
企
業
者
の
設
備
投
資
を
目
的
と
す

る
借
り
入
れ
に
対
し
て
、
利
子
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
補
給
し
ま
す
。

⃝
�

対
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
市
内
の
個

人
お
よ
び
法
人

・�

平
成
30
年
11
月
か
ら
令
和
元
年
10
月
の

間
に
新
規
で
、
市
や
県
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金

（
マ
ル
経
融
資
）、
日
本
政
策
投
資
銀
行

の
制
度
で
、
設
備
資
金（
車
両
・
土
地

購
入
資
金
を
除
く
）
の
融
資
を
受
け
た

人
・
指
定
業
種
を
営
ん
で
い
る
人　

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

⃝
�

申
込
方
法　
市
が
対
象
者
に
送
付
す
る

申
請
書
を
、
１
月
31
日
㈮
ま
で
に
商
工

政
策
課
へ
持
参

※�

県
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
小
規
模
事
業　

者
経
営
改
善
資
金（
マ
ル
経
融
資
）、　　

日
本
政
策
投
資
銀
行
の
制
度
で
融
資
を　

受
け
た
人
は
、
12
月
20
日
㈮
ま
で
に
商　

工
政
策
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い

　
商
工
政
策
課　
☎
23
－
２
９
８
３

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

⃝
�

対
象　
要
介
護
１
～
５
ま
た
は
そ
れ
に

準
ず
る
状
態
の
65
歳
以
上
の
人
、
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
65
歳
以
上
で

身
体
障
害
者
手
帳
２
級
の
人
の
う
ち
、

身
体
の
障
が
い
や
傷
病
な
ど
の
理
由
で
、

お
知
ら
せ
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市役所の開庁時間　平日8:30 ～ 17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

INFORMATION
�申は申し込み、�問は問い合わせ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

市
で
は
、
次
の
計
画
な
ど
を
策
定
す
る

に
当
た
り
、
広
く
意
見
を
求
め
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

⃝
�

提
出
書
類　
公
表
の
場
所
で
配
布
す
る

「
意
見
情
報
提
出
書
」を
提
出
く
だ
さ
い

⃝
�

提
出
方
法　
住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体

名
を
記
入
し
、
封
書
で
各
計
画
の
担
当

課（
〒
885
－
８
５
５
５
）
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
。
フ
ァ
ク
ス
や
メ
ー
ル
、
公
表

の
場
所
で
も
提
出
で
き
ま
す
。
住
所
や

氏
名
な
ど
の
記
載
が
な
い
意
見
に
対
し

て
は
、
市
の
考
え
を
公
表
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す

【
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
書

（
案
）お
よ
び
第
３
次
都
城
広
域
定
住
自
立

圏
構
想
共
生
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）】

都
城
広
域
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て
、

協
定
内
容
の
見
直
し
お
よ
び
第
３
次
共
生

ビ
ジ
ョ
ン（
令
和
２
年
～
６
年
）を
策
定
し

ま
す
。

⃝

意
見
の
提
出
期
限　

12
月
２
日
㈪
～
１
月
９
日
㈭

⃝
�

公
表
の
場
所　

総
合
政
策
課
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
本
館
２
階
）、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー

　
総
合
政
策
課　

☎
23
－
７
１
６
１　
FAX23
－
２
６
７
５

planning@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

【
第
３
期
地
域
福
祉
計
画（
案
）】

　
地
域
福
祉
を
実
践
す
る
た
め
の
し
く
み

を
ま
と
め
た
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

⃝

意
見
の
提
出
期
限　

　
12
月
３
日
㈫
～
１
月
10
日
㈮

⃝
�

公
表
の
場
所　

福
祉
課
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
本
館
２
階
）、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
市
民

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

健
診
や
県
公
式
ア
プ
リ
Ｓサ

ル

コ

ー

Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
を

活
用
し
た
健
康
づ
く
り
な
ど
、
健
康
増
進

の
取
り
組
み
に
参
加
し
、
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ

を
設
定
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
申

請
時
に
設
定
可
）
を
健
康
課
へ
持
参
し
て

申
請
す
る
と
、
市
の
温
泉
施

設
や
道
の
駅
な
ど
で
使
用
で

き
る
千
円
分
の「
都
城
ポ
イ

ン
ト
」を
取
得
で
き
ま
す
。

⃝
�

申
請
方
法　
健
康
課
窓
口
へ
、
申
請
用

紙
と
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
を
設
定
し
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
併
せ
て
３
月
６
日

㈮
ま
で
に
持
参

※�

申
請
用
紙
は
、
健
康
課
や
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
配
布

⃝
�

そ
の
他　
申
請
は
１
人
１
回
ま
で
。
マ

イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
設
定
は
、
申
請
時
に
設

定
可
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い

　
健
康
課　
☎
23
－
２
７
６
５

山
之
口
運
動
公
園
施
設
の
利
用
を

中
止
し
ま
す

県
陸
上
競
技
場
な
ど
の
整
備
に
伴
い
、

体
育
館
お
よ
び
陸
上
競
技
場
側
駐
車
場
を

除
く
山
之
口
運
動
公
園
の
全
て
の
施
設
の

利
用
を
一
定
期
間
中
止
し
ま
す
。

⃝
�

中
止
期
間　
４
月
１
日
㈬
～
令
和
７
年

３
月（
予
定
）

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　
　
☎
23
－
９
５
４
６

休日急病診療機関
◦診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください

月日 医療機関名 電話番号
12/29
㈰

ふくしまクリニック（内・消・小） 46-5001
柏村内科 22-2616
ホームクリニックみまた（内・呼） 52-1348
福島外科胃腸科医院（外・胃・整） 38-1633
よしかわクリニック（麻・整・内） 23-9384
武田産婦人科医院 22-0336
いわよし歯科クリニック 36-4332

12/30
㈪

山内小児科医院 22-0048
すみクリニック（内） 36-7701
海老原内科 64-1211
宗正病院（外） 22-4380
飯田整形外科クリニック 46-5115
永吉眼科医院 22-1530
こうだい歯科 36-6480

12/31
㈫

教山内科医院（内・小） 62-1205
ゆうクリニック（内） 46-6100
戸嶋病院（内） 22-1437
仮屋外科胃腸科医院
（外・胃・内・肛） 25-7712

ながはま整形外科 46-7188
吹上耳鼻咽喉科医院 21-4133
やまのくち歯科 57-5588

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください
●休日当番薬局

12/29㈰ 日研、サンライト三股、都北町、
前田町椎の木、サン蔵原

12/30㈪ 東町マリンバ、東原、日研、
マリンバ姫城

12/31㈫ しびた、みやこ、友愛、
かかりつけ

みやざき医療ナビ

セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会

　
福
祉
課　

☎
23
－
２
９
８
０　
FAX24
－
１
１
８
８

fukushi@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

【
第
２
期
都
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画（
案
）】

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
の
施

策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

⃝

意
見
の
提
出
期
限　

12
月
６
日
㈮
～
１
月
14
日
㈫

⃝
�

公
表
の
場
所　

保
育
課
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
本
館
２
階
）、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
市
立
図
書
館
、

各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
保
育
課　

☎
23
－
４
８
９
４　
FAX23
－
２
７
８
８

hoiku@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp
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後
を
絶
た
な
い
飲
酒
運
転
　

検
挙
者
数
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
位

飲
酒
運
転
に
対
す
る
社
会
の
厳
し
い
批

判
が
高
ま
る
一
方
で
、
都
城
警
察
署
管
内

の
飲
酒
運
転
の
検
挙
件
数
は
、
近
年
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
年
10
月
末
現
在
、

都
城
警
察
署
管
内
の
飲
酒
運
転
検
挙
件
数

は
81
件
で
、
昨
年
の
同
じ
時
期
よ
り
も
23

件
増
加
し
、
県
内
13
警
察
署
中
ワ
ー
ス
ト

１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
12
月
を
迎
え

ま
し
た
。
市
で
は
、
都
城
警
察
署
な
ど
関

係
機
関
と
協
力
し
て
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
交
通
安
全
教
室
を
開
催
。「
飲
酒
運

転
を
さ
せ
な
い
」
環
境
づ
く
り
の
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

弥
五
郎
ど
ん
の
館
に
併
設
さ
れ
て
い
る

生
活
改
善
食
品
加
工
室
で
は
、
個
人
の
ほ

か
、
気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
み
そ
や
た
れ

な
ど
の
加
工
品
を
作
っ
た
り
、
食
品
を
真

空
パ
ッ
ク
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加
工
器
具
の
使

用
方
法
な
ど
、

専
任
の
指
導
員

が
分
か
り
や
す

く
指
導
し
ま
す

の
で
、
初
め
て

の
人
で
も
安
心

し
て
利
用
で
き

ま
す
。

ま
た
、
大
型
の
洗
濯
機
と
乾
燥
機
を
備

え
た
洗
濯
室
も
完
備
。
誰
で
も
利
用
で
き

ま
す
。

⃝

利
用
料（
税
込
み
）

【
生
活
改
善
食
品
加
工
室
】

午
前　
９
１
０
円

午
後　
１
、
１
３
０
円

１
日　
２
、
０
４
０
円

1
時
間　
３
１
０
円

※�

み
そ
造
り
で
利
用
す
る
場
合
は
、
1
回

当
た
り
１
４
、
９
６
０
円

忘
年
会
で
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
12
月
は
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
検
挙
者

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
を
、
み
ん
な
の
力
で

根
絶
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

�

◎
問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
☎
23
－
７
１
８
３

計
り
知
れ
な
い
飲
酒
運
転
の
代
償

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
は
、
被
害
者
の

命
を
奪
う
だ
け
で
な
く
、
被
害
者
家
族
の

人
生
を
一
瞬
で
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
運
転
者
本
人
は
社
会
的
地
位
や
財
産

を
失
い
、
そ
の
家
族
の
人
生
を
も
変
え
て

し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
本
人
だ

け
で
は
な
く
、
酒
類
の
提
供
者
、
同
乗
者

も
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
自
動
車
な
ど

を
運
転
す
る
人
の
自
覚
は
も
ち
ろ
ん
、
家

族
や
友
人
な
ど
周
り
の
人
が「
飲
酒
運
転

は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
と
い
う
強
い
意

思
を
持
ち
、
み
ん
な
の
力
で
飲
酒
運
転
を

根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

【
洗
濯
室
】

1
回（
洗
濯
と
乾
燥
）８
８
０
円

※
洗
濯
・
乾
燥
と
も
に
15
㌔
ま
で

⃝

施
設
情
報

・
利
用
時
間　
９
時
〜
17
時

・�
休
館
日　

毎
週
月
曜
日（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
）、
年
末
年
始

（
12
月
31
日
〜
１
月
６
日
）

弥
五
郎
ど
ん
交
流
活
性
化
セ
ン
タ
ー

生
活
改
善
加
工
室
を
活
用
く
だ
さ
い

飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間

�
◎
問
い
合
わ
せ　
弥
五
郎
ど
ん
交
流
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
弥
五
郎
ど
ん
の
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
山
之
口
町
富
吉
１
７
０
２
番
地　
☎
57
－
３
７
１
３�

12月は飲酒運転検挙者の特徴

都城署管内の検挙件数
81件のうち54件から分
析。

4～6時
11件
20％

22～24時
8件
15％

16～18時
7件
13％

7～9時
6件 12％

13～15時
4件 7％

19～21時
4件 7％

10～12時
3件 6％

1～3時
11件
20％

その他
4件 7％

飲食店
30件
56％

自宅
18件
33％

友人宅
2件 4％

検挙された時間

飲酒した場所

　トピック

地域の女性グループのみそ造りなどでも、活用
されている同施設。みんなで１年分のみそを仕込
み、親戚におすそ分け
する楽しみも。

作業が終わった後の
昼食では、おかずを持
ち寄り、楽しい会話に
花が咲いています。

仲間と楽しく活用ください！
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10月号に寄せられたお便り

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

◉ あなたの年代は？（○をつけてください）

10代　・　20～ 30代　・　40~50代　・　60代以上

◉ 12月号で特に興味を持ったページのタイトル

◉ 12月号を読んでのわたしの一言

◉ 今後、取り扱ってほしい記事

※�応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送、質問
などの回答以外には利用しません

ご協力ありがとうございました。

このコーナーでは、「わたしの一言」 の
中から一部を紹介します。また、 皆さん
から寄せられた意見を、今後の広報紙に
生かしていきます。

都城市は住みやすいところだと思っていましたが、今回の
ふれあいアンケートの結果で、事実だと実感しました。今
後も安住の地を作ってほしいと思います。　　　　　　
� （上長飯町　ショウさん）

今月号の人の風景は、毎回近くを通る度に気になっていた
「多田リンゴ園」園主の多田宰

さい

資
すけ

さんでした。多田さんの笑
顔からリンゴにかける愛情が伝わってきました。

（乙房町　おひさまさん）

人生100年時代と言われる現在。介護が必要な状態になっ
ても、介護サービスを上手く利用しながら自宅で生活した
いと思いました。

（下川東四丁目　Ｙ・Ｓさん）

食品ロスを減らす運動（3010運動）を読んで、自分でもあ
いさつなどで食事をすることをおろそかにしていました。
今後は残さないようにします。

（乙房町　ゆいママさん）

今
年
度
の
が
ん
検
診
は
２
月
ま
で

今
年
度
の
が
ん
検
診
実

施
期
間
も
残
り
わ
ず
か
に

な
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
２
人
に
１

人
が
が
ん
を
発
症
し
、
３

人
に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
90

㌫
以
上
が
治
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
人
で

検
診
が
ま
だ
の
人
は
、
早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

１
月
の
巡
回
が
ん
検
診（
要
予
約
）

【
子
宮
が
ん
検
診
】

⃝
�

対
象　
20
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
！

◎
問
い
合
わ
せ　
健
康
課　
☎
23
－
２
７
６
５

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

市ホームページ
からも予約で
きます

宮崎県は、全国と比べ受診率
が低く、その中でも本市の受診
率はさらに低い傾向にあります。
特に平成28年度の胃がん検診
受診率は、県内でもワースト１
位でした。

今年度のがん検診・無料クー
ポン券対象者のうち、まだ検診
を受けていない人は、2月末ま
でに、指定医療機関か巡回がん
検診を受けましょう。

コラム

都城市のがん検診受診率
県内ワースト５

⃝

日
程
・
場
所

１
／
28
㈫
①
山
之
口
地
区
公
民
館

②
祝
吉
地
区
公
民
館

⃝
�

受
付
時
間　
①
９
時
～
10
時
、
②
13
時

30
分
～
14
時
30
分

⃝
�

検
診
料　
１
、３
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

⃝
�

対
象　
40
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性

⃝
日
程
・
場
所

１
／
14
㈫
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
／
16
㈭
①
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⃝
�

受
付
時
間　
①
９
時
～
11
時
30
分
、
②

13
時
～
15
時
30
分

⃝
�

検
診
料　
２
千
円

がんネットみやざき　平成28年度データより

種　別 受診率 県内順位
胃がん検診 1.8% ワースト１位
子宮頸がん検診 6.9% ワースト３位
乳がん検診 8.5% ワースト３位
大腸がん検診 7.0% ワースト４位

受
診
表

検診車



都城市を盛り上げてくれる、 PR連携店やみやこんじょ大使を紹介!

みやこんじょ盛り上げ隊！
◎問い合わせ　みやこんじょ PR課　☎23-2615

63円切手を
お貼りください

POST  CARD

8  8   5   8   5  5  5

都城市役所 秘書広報課 行
　（広報 都城  No.168  2019年12月号）

氏　名

住　所

電話番号 （ 　　　　   ）　　　　ー

ペンネームまたはイニシャル

フ リ ガ ナ

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

▶
点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

に
、
宮
崎
名
物
の
鶏
料
理
の
ほ

か
、
和
食
を
中
心
に
提
供
し
て

い
ま
す
。
中
で
も
、
プ
リ
プ
リ

と
し
た
食
感
が
た
ま
ら
な
い
、

都
城
産
鶏
を
使
っ
た「
炭
火
せ

せ
り
肉
炙
り
焼
」
や
、
自
家
製

タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
と
サ
ク
サ
ク

衣
が
自
慢
の「
宮
崎
発
祥
チ
キ

ン
南
蛮
」
は
、
当
店
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。

東
京
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ

ひ
、
当
店
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

「
宮
崎
炭
火
炙
り
鶏　
孝こ

う

基き

亭て
い

」の
店
主
萩
原
孝
基
さ
ん
に
、

Ｐ
Ｒ
連
携
店
と
し
て
の
思
い
を

聞
き
ま
し
た
。

小
学
校
高
学
年
か
ら
高
校
ま

で
を
都
城
で
過
ご
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
都
城
の
味
を
堪

能
で
き
る
当
店
を
10
年
前
に
東

京
で
開
店
し
ま
し
た
。
生
ま
れ

は
東
京
で
す
が
、
都
城
に
は
大

切
な
仲
間
が
い
て
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
思
い
入
れ
の
あ
る
郷
土

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
食
べ

て
、
多
く
の
人
に
笑
顔
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

当
店
で
は
、
素
材
そ
の
も
の

の
良
さ
を
生
か
し
て
お
い
し
さ

を
引
き
出
す
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

都
城
の
味
を
堪
能
で
き
る

居
心
地
の
良
い
店

プ レ ゼ ン ト今月の

【栗山ノーサン「オススメセット」　3組】
商品提供事業者

㈱栗山ノーサン（横市町9762-1） ☎23-8491
当社が自信を持ってお勧めするおさつポーク生ハン
バーグやジューシー豚ハラミ、とんそくなどをセットで
プレゼント。工場直売で抜群の鮮度を誇る当社の商品は、
工場直売所やインターネットでも購入できます。

プレゼントの応募方法

◎�応募締め切り　12月31日㈫　当日消印有効
◎�当 選 者 発 表　本紙２月号
◎10月号当選者　樋口芳子さん　他2人
◎10月号応募総数　39通

はがきに住所、氏名、電話番号と、12月号を読んだ感
想などを書いて〒885-8555まで。
応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

※�読者プレゼントの寄付事業者を募集しています。
詳細は、秘書広報課まで問い合わせください

読 者

萩原孝基さん（写真左）の店「宮崎炭
火炙り鶏　孝基亭」。
平成27年8月、都城市ＰＲ連携店に
認定。
所 在 地	 〒114-0002
	 �東京都北区王子1-21-9須田

ビル1階
	 ☎03-3912-2593
営業時間	 17：00~24：00（不定休）

人気の宮崎発祥チキン南蛮



都
城
の
高
等
教
育
機
関
を
紹
介

本市出身の日本画家の益田（1881 ～ 1955）は、東
京美術学校（現：東京藝術大学）で学び、江戸時代中
期から興隆した円

まるやま
山派の大家・川端玉

ぎょく
章
しょう
に師事しま

した。
目黒雅

が
叙
じょ
園
えん
内の室内画を制作するなど、美人画家

として広く活躍。本作品は、帝展（現：日展）に出品
したもので、夏の夕暮れ時、河畔で縁に腰掛けて涼
をとる着物姿の女性が描かれています。奥には、関
東大震災後に架けられた鋼鉄製の橋が見え、伝統と
モダンが交差しています。
市立美術館所蔵の本作品は、県立美術館（宮崎市）

で1月19日㈰まで開催している特別展に展示されて
います。

◎問い合わせ　市立美術館　☎25-1447

市立図書館で開催している国際交流員３人による
読み聞かせ「おはなしまるまる　ザ・ワールド」を始め
てから、今月でちょうど1年が経ちます。国際交流員
は母国語で読み聞かせやゲームをするのですが、子ど
もたちは、言葉が分からなくても、想像力を膨らませ
て真剣に耳を傾けてくれるので、うれしいです。また、
子どもたちと仲良くなれて、とても楽しいです。
読み聞かせを続けるなかで、図書館で新しく購入

したモンゴルの民話「おじいさんとトラ」「ホゥホゥ　
ナムジルの伝説」を日本語へ翻訳する機会をもらいま
した。翻訳したものは本と一緒に並べられます。モン
ゴルの生活観があふれる２冊を、ぜひ、読んでみてく
ださい。
� ◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

都
城
市
立

美
術
館

国際色豊かな読み聞かせ

国際交流員
の

ひとりごと

vol.20

M
iyakonojo art museum

現
場
実
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
を

通
し
て
、
保
育
や
初
等
教
育
の
即
戦
力

と
な
る
人
材
を
養
成
す
る
同
大
学
の
子

ど
も
教
育
学
科
。
学
生
ら
は
、
実
習
授

業
の
ほ
か
、
地
域
の
親
子
が
交
流
で
き

る
同
学
科
附
属
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
み
な
み
ん
」で
、
読
み
聞
か
せ
や
遊
び

方
の
提
案
な
ど
子
育
て
支
援
の
活
動
を

通
し
て
、
保
育
現
場
で
の
実
践
力
を
身

に
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
格
取
得

の
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
る
同
学
科

の
昨
年
度
就
職
率
は
98
・
７
㌫
を
誇
り
、

卒
業
生
ら
は
、
市
内
外
の
小
学
校
や
保

育
園
な
ど
で

活
躍
し
て
い

ま
す
。

月
野
愛あ

弓ゆ
み

さ
ん（
４
年・

都
城
泉
ヶ
丘

高
校
出
身
）

vol.08

（前列左から）金子講師、月野さん、野田さん、
（後列）みなみんで活動する同学科４年生ら

は「
幼
稚
園
教
諭
の
ほ
か
、
特
別
支
援

学
校
教
諭
の
免
許
も
取
得
で
き
る
こ
と

か
ら
、
同
校
に
進
学
し
た
。
み
な
み
ん

で
の
活
動
は
、
子
ど
も
へ
の
接
し
方
だ

け
で
な
く
、
保
護
者
と
の
関
わ
り
合
い

方
も
学
べ
る
」と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。
市

内
の
こ
ど
も
園
か
ら
内
定
を
得
た
野
田

真ま

結ゆ

子こ

さ
ん（
４
年
・
小
林
高
校
出
身
）

は「
保
護
者
に
信
頼
し
て
も
ら
え
る
保

育
者
に
な
り
た
い
」と
力
を
込
め
ま
す
。

金
子
幸さ

ち

講
師
は「
み
な
み
ん
で
の
活

動
を
通
し
て
、
現
場
で
求
め
ら
れ
る
ス

キ
ル
が
し
っ
か
り
身
に
付
け
ら
れ
る
。

そ
の
経
験
を
生
か
し
、
子
ど
も
の
主
体

性
を
引
き
出
せ
る
保
育
者
に
な
っ
て
ほ

し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

南
九
州
大
学

都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

（
人
間
発
達
学
部
子
ど
も
教
育
学
科
）

�問　
☎
０
１
２
０
－
３
７
３
９
－
20

保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
１
種
免

許
、
小
学
校
教
諭
１
種
免
許
、
特
別

支
援
学
校
教
諭
１
種
免
許
な
ど

●
取
得
で
き
る
資
格

「
現
代
隅
田
川
風
景
」　
１
９
３
３
年

益
田　
玉ぎ

ょ
く

城じ
ょ
う 

作（
絹け
ん
本ぽ
ん
着
色
）

みなみんでの読み聞かせ

ルイメド・ソヨルマーさん
（モンゴル） vol.18
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◉問い合わせ
市立図書館	 ☎︎22-0239
高城図書館	 ☎︎58-4224書館だよりNews from library

市 立 図 書 館	 ●休 館 日／ 年末年始も通常通り開館	 ●開館時間／ 9：00 ～ 21：00
高 城 図 書 館	 ●休 館 日／ 12月28日～１月４日	 ●開館時間／ 9：30 ～ 18：00

おはなしまるまる　クリスマススペシャル
【日時】　12月21日㈯　19：30 ～ 20：00
【内容】　クリスマスにちなんだ絵本のおはなし会

クリスマスとんとん
【日時】　12月25日㈬　11：00~12：00
【内容】　おはなし会、毛糸でミニツリーを作る工作会

おたすけこびとのクリスマス
なかがわちひろ(文)　コヨセ・ジュンジ(絵)
徳間書店(出版)
　クリスマスプレゼントはどうやって
みんなのところに届けられるのでしょ
う。実は、おたすけこびとが…。こびとた
ちの活躍が楽しい一冊です。

児童

図 書 館 イ ベ ン ト｜今｜月｜お｜す｜す｜め｜の｜本｜

市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
会

おはなしまるまる
12/21㈯を除く毎週土曜日　11時～11時30分
おはなしまるまる　ザ・ワールド
12/16㈪　16時～16時30分
ノンタン文庫のおはなし会
12/20㈮　10時30分～11時30分
おはなしの部屋「そらまめ」
12/26㈭　11時～11時30分
本とおはなしの会
1/11㈯　14時30分～15時

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

スタンプのひ
12/15㈰　14時～14時30分
トントンずもうミニ
12/22㈰　14時～15時
みずたまのひ(6歳以上対象)
1/5㈰　14時～14時30分
mallmallシアター「おしりたんてい」
1/13㈪　10時30分～ 13時30分～ 15時～

高
　
城

図
書
館

とんとんシアター「おしりたんてい」
12/25㈬　14時～15時
「おはなしとんとん」
1/11㈯　11時～11時30分　

市立図書館

高城図書館

ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
訪

伝
承
館
だ
よ
り

都
城
島
津

「
明め

い

暦れ
き

二
年
丙へ

い

申し
ん

�

自し
ょ
う
が
つ
よ
り
ろ
く
が
つ
い
た
る

正
月
至
六
月
　
日に

ち

帳ち
ょ
う

」

日
帳
と
は
、
役
人
が
日
々
の
勤
め
の

内
容
を
は
じ
め
、
領
主
や
藩
主
の
動
向
、

問
題
な
ど
を
記
録
す
る
た
め
に
記
し
た

日
誌
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
本
史
料
は
、

明
暦
２
年（
１
６
５
６
）
の
１
月
か
ら

６
月
ま
で
の
日
帳
で
、
１
月
20
日
の
記

録
に
、
参
勤
交
代
に
際
し
、
都
城
島
津

家
の
家
臣
北
郷
次じ

右う

衛え

門も
ん

が
使
者
と

し
て
鹿
児
島
に
船
で
向
か
っ
た
こ
と
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
に
使
用
し
た
船
は「
福
山
之

御お

手て

之の

船ふ
ね

」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
都
城
島
津
家
が
飛
地
と
し
て
治
め

て
い
た
福
山（
現
：
霧
島
市
福
山
町
）の

港
に
あ
っ
た
当
主
所
有
の
船
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

当
時
、
都
城
か
ら
鹿
児
島
ま
で
は
、

街
道
で
十
五
里
半（
約
62
㌔
）も
あ
り
、

福
山
か
ら
船

で
鹿
児
島
に

向
か
う
行
程

も
よ
く
利
用

さ
れ
、
都
城

の
人
や
物
の

往
来
を
支
え

ま
し
た
。

　
都
城
島
津
邸　
☎
23
－
２
１
１
６

高
城
町
大
井
手
に
あ
る
牧ま
き
ノの

原は
る
遺
跡

群
に
は
、
県
指
定
史
跡
の
古
墳
が
13
基

あ
り
ま
す
。
中
で
も
１
号
墳
は
、
全
長

52
㍍
、
高
さ
６
㍍
で
、
都
城
盆
地
内
で

は
高
崎
町
塚つ

か
原ば

る
古
墳
１
号
墳
に
次
い
で
、

２
番
目
の
大
き
さ
を
誇
る
前
方
後
円
墳

で
す
。

こ
の
遺
跡
群
で
は
、
地
下
に
造
る
地

下
式
横よ

こ
穴あ

な
墓ぼ

や
板
石
を
組
み
合
わ
せ
た

箱
式
石せ

っ
棺か

ん
墓ぼ

、
木
製
の
木も

っ
棺か

ん
墓ぼ

な
ど
多

数
発
掘
さ
れ
、
中
か
ら
は
鉄
剣
や
土
器
、

人
骨
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
種
類
の
墓
が

同
じ
地
区
か
ら
見
つ
か
る
の
は
全
国
的

に
も
珍
し
く
、
他
地
域
と
の
交
流
が
盛

ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
古
墳
時
代
の
都
城
で

は
、
多
様
な
文
化
を
受
け
入
れ
る
気
風

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
文
化
財
課　
☎
23
－
９
５
４
７

古
墳
が
語
る
文
化
の
多
様
性

歴史シンポジウム「古墳をつ
くった人々」を1月26日㈰、ウ
エルネス交流プラザで開催
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市 の 提 供 番 組 紹 介
テレビ番組の案内
◆BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6:50 〜　②11:50 〜　③16:50 〜
④20:50 〜　⑤22:50 〜

ラジオ番組の案内
◆MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週月〜金曜日（祝日を除く）　15:30 〜 15:45

◆シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」 　毎週月〜金曜日
9:50 〜 9:55、15:55 〜 16:00（再）

都 城 市 現 住 人 口

令和元年11月１日現在 前 月 比 前 年 比
世 帯 数 71,022世帯 （57） （241）
人口総数 161,028人 （48） (−960)
男 性 75,715人 （37） （−470）
女 性 85,313人 （11） （−490）
※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

スマートフォンか
らも市政情報を
確認できます。

市内で
がんばる
団体を紹介NPO通信

婚活　「みんなで一緒に晩ご飯を食べましょう」　※要予約
◦�日時　12/12㈭・26㈭　19時〜21時30分
◦場所　エンクエントロ(中町13-22オーバルパティオ内)
婚活支援良縁どっと混む(黒木)　 ☎070-5530-7964

あそび歌コンサート2019　※要予約
◦�日時　12/14㈯　10時〜13時
◦場所　どんぐり村(上水流町4142)
どんぐり1000年の森をつくる会(德永) 　FAX 57-5228

婚活　おしゃべり会
◦�日時　12/14㈯・19㈭・21㈯・28㈯　19時〜22時
◦場所　エンクエントロ(中町13-22オーバルパティオ内)
婚活支援良縁どっと混む(黒木)　 ☎070-5530-7964

終活・相続無料相談会　※要予約
◦�日時　12/15㈰　10時〜15時
◦場所　ライフサポートセンターHAPPY終活案内所(中町17-14)
ライフサポートセンターHAPPY(八反田) 　☎090-2855-0482

視覚に障がいのある人のためのプチカフェ
◦�日時　12/18㈬　11時～14時
◦場所　ビ助っ人（志比田町3362-2）
ビ助っ人(三原)　 ☎57-7744

シエロコモ！　シニア対象運動トレーニング＆レクリエーション　※要予約
◦�日時　12/19㈭、1/9㈭　10時～11時　
◦場所　ウエルネス交流プラザ
都城スポーツクラブシエロ(水久保)　 ☎090-8407-0406

ふれあいクリスマス交流会（世代間交流事業）　※要予約
◦�日時　12/27㈮　10時～14時30分
◦場所　オレンジカフェみやこんじょ（都北町5531）
オレンジカフェみやこんじょ-楓

ふう

凜
りん

(前田)　☎38-8033

重大事故に直結する悪質な飲酒運転が、後を
絶ちません。飲酒運転は運転者だけでなく、酒
を提供した側にも厳しい罰則があります。
　年末年始は、忘・新年会などで飲酒の機会が
増えます。酒を提供する事業者や、自宅で酒を
提供する機会のある人は、相手へ帰宅方法を確
認し、運転する予定の人には酒を提供しないよ
うにしましょう。そして、飲酒運転に決して加
担することのないよう意識を高め、市民みんな
で飲酒運転を根絶しましょう。
⃝酒を提供した店の営業者などの罰則
酒酔い運転 3年以下の懲役または50万円以下の罰金
酒気帯び運転 2年以下の懲役または30万円以下の罰金
※車両提供者と同乗者にも罰則があります

安全･安心情報

飲酒運転は絶対にしない、させない

◎問い合わせ　
　総務課　☎23-7183

気付けば今年も残りわずか。今年１年の
私を振り返ると、休日はドラマ鑑賞で家に
引きこもって１日を終えていた私が、取材
で外に出掛けるようになりました。外の世

界は、心引かれる風景や思わず笑みがこぼれるほどまぶし
い子どもの笑顔など、たくさんの発見や出会いがあり、な
かなかいいものだなと感じています。まちなかでは、イルミ
ネーションがキラキラと輝き出し、素敵な音楽も楽しめる
ので、寒い冬に負けじと外に繰り出そうと思います。�（希）

結
ゆう

羽
わ

会　都城スマッシュ幸
こう

◎問い合わせ　☎26-5934

NPOのイベント情報
詳しくは、市ホームページで確認するか、
各団体に問い合わせください。

編集
後記

子どもたちが放課後に伸び伸びと成長できる場をつくりた
いとの思いからNPO法人を設立。放課後児童クラブのほか、
バドミントン教室の運営を行っています。家庭環境や障がいの
有無を考慮した「一人一人に合わせた見守り」を大切にしてい
て、保護者からは「親と同じ視点で子どものことを考えてくれ
るので、安心して預けられる」との声が寄せられています。興
味のある人は、気軽に問い合わせください。

子どもが伸び伸びと成長できる場をつくる！

Miyakonojo City Public Relations   2019.1231
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ロックシンガー デーモン閣下とソプラニスタ 岡本知高が、夢の競演！
悪魔の森の主と、そこへ招かれたオペラ伯爵が繰り広げる音楽劇的コンサート。
２名の規格外の歌声と個性的なキャラクターによるトークをご堪能ください。

九州初公演

【演奏】
Ｎ響団友オーケストラ
（弦楽四重奏+
ピアノ・キーボード）

【予定楽曲】（曲目Ａ）
「ボヘミアン・ラプソディ」
（デュエット）
「乾杯の歌」（デュエット）
その他

アーティスト：デーモン閣下 ソプラニスタ：岡本知高

全席指定 5,000円
開演 17:00（開場 16:30）

魔暦22年 2月23日日（2020年）

チケット発売中

＊未就学のお子様の入場はご遠慮ください。
＊託児サービス受付締切 2/9（土）まで。対象は首が座った乳児～就学前のお
子様まで。但し、定員になり次第締め切り。１人1,000円、2人目以降500円。
＊車イス席の販売があります。取扱はホールのみ（窓口、電話、インターネッ
ト）。介添の方も車イス席をご購入下さい。原則として車イス利用者1名につ
き介添1名までとさせていただきます。
＊その他サポートが必要な方は、ホールまでお問い合わせください。

〔窓口〕１階チケットカウンター（水曜を除く 9：00～ 19：00）  
〔電話予約〕専用電話番号 0986-23-7190（水曜を除く 9：00～ 19：00）
〔インターネット予約〕 都城市総合文化ホール ホームページにアクセス（24時間受付）

＜チケット予約・購入方法＞

☎(0986）23-7140〒885-0024 宮崎県都城市北原町1106-100

デーモン閣下＆岡本知高の劇的コンサート

12月末まで！12月末まで！
令和元年分の寄附控除を
受けるための申請期限は

都城市ふるさと納税
市民みんなで「都城」を
盛り上げましょう!

【問い合わせ】　ふるさと産業推進局  ふるさと納税担当　☎23-2452

寄附金は、寄附者が指定した次の７つの取り組みに役立てています

●子ども支援　●まちづくり支援　●環境支援
●スポーツ・文化振興支援　●長寿支援
●災害対策支援　●人口減少対策支援

寄附金を活用した取り組み

　応援したいまちを寄附することで支援できる「ふるさと納税」。本市は、平成27年度・28年度、２年連続で寄附件数・
寄附金額ともに市町村別全国１位の寄附が寄せられ、さまざまな事業の財源として活用しています。
　皆さんも、市外の友人や親戚の人などにお勧めください。一緒に「都城」を盛り上げましょう！

詳しくは、都城市
ふるさと納税特設
サイトで確認くだ
さい


